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４５第１回入学式学長式辞

皆さんおめでとうございます。晴れて旭Ⅱ|嫁科大学に入学できたことを心からお祝い申し上げま

-１－．今日は胆)||としては珍らしいよいjHJ天A(で、これは智さんの喜びを祝ってくれている天候のよ
うに私ども受取っております。

皆さんは今，人学の喜びと希盟に燃えて胸を膨らませていることと思います。どうぞその感激を

将来忘れることなく，人生の道へ進んで行っていただきたいと思うのであります。皆さんは医科大

学の大学生になりました。繭i佼時代とちがって一個の人裕ある人間として，あるいは杜舎人として

Wi〃Ｈ１したといってもよいのであって，したがって皆さんIkl4l僧と誇I）とそれに責任をもって行動

醤とらなげ』Lぱ家らないと考えるのであります。大学とは何をするところか，もう皆さんＩよど存知

と思います。大学には学問研究の肉由があり、思想の自由があり，言論の自由があり，そのために

大学には自治があるのであります。われわ』しは大学の自活を守り，自由に研究をし自由に述べあっ

てそして学Ｉｌｌ１を進めて行く，こ』Lがわれわ！Lの使命であります。しかしｒ１ＩＩ１とは何か。IMi曾は学生

である前に，すでに社会人であります。わが[Ｈ１は申すまでも厳く法治のＩ型であり，したがってわれ

われの生活あるいは行動はすべて憲法によって守られ，あるいは法律によって規制され．一定の秩

序が保たれているのであります。大学ももちろん自治ではあるが，決して治外法権の場ではなも､の

であります。大学も憲法あるいは法律の中にあってそこに大学の一つの蝋MIIがあるのであります。

ﾉ（学も一つの組織体でありますから，お互いが行勅しあるいは考え，あるいは研究するような場合

においても．当然その規制の中でわれわれは行動しなければならないのであります。ＩＬ１Ｉ１１というの

は好き勝手なことをしてよいという二とではないのであって，もし好誉勝手益ことをすることがあ

るとすれば，そ』しは他人の，あるいは大学の他の人の自由に膳響を与えることであり，大学が自由

に研究でき，ALMLI6高論も行lUI6n由であるということは，すべて二れ(1それぞれが他人の自由を

]M〔iliし．平等にこれを守らなければならないということであります。そういうことを｡'･分に念頭に

Ｈいて，大学の自治．自由を考えていただ善たいのであります。大学は劉織体でありますから，そ

こに学ぶ者も職を準ずる者も，それぞれの立場，そｵしぞれの能力に応じた撹務と責任があります。

そ`|しを十分』)ざ旗えて，大学ｲﾐとしての本分を守って毎卜lのｲﾋ活をしていただかなくて'よならない

のでございます。

旭川医魯大学は戦後初めての国立の医科大学であります。したがって』)れわｵLはこの大学をつく

る場合に，過去の大学において非常によく発展しましたことはこれをとり入れ，しかしもしも過去

の大学の場において不都合でありあるいは:fAYiであるということはぜひ避けて新しい大２１tは踏み出

さなくてはなら救いと考えて，大学の橘julを立てたわけであります。私jbは一般教育とり/''１教育の

柵互連携を密にとI〕，有機的にこれを連係いたしまして６年lIll-賀教育をするということを，大学

の教育理念と考えているのであります。したがって従来の脚立大学において見られる進学蝿程，そ

』しに引き続いて医学部４年といったそういうilill度ではなくて，６年間-1,〔した教育をしようと考え

ておりますので，帯さんもそｊＬに乗っていただかなくて1よなりません。ではｲﾌﾞ機的に迎係をとって

行なう教育とはどんなことをするのか，詳しくはそのうおガイダンスその他でお話をli;1〈と思いま

すが，その麓括を申しあげますと．従来は進学課程２年を終えてから蝉P慨嬢に入るという制度で

あったのでありJ§すが，進学I椰樫つ異り一般救焚を受ける段階において〃1'１課梶の，あるしかも雲

IIl1でぱい科１１を特ざんに学習していただくというのであ')よす。たとえばﾘﾒ''１]糾穏におｌｊる解剖学

あるいは生理学，あるいは生化学といったような学問(よ，ヤデさんが大学に入った段階において修得

していただいても，決して蒸翅ではないのであります。そういうものを一日も早く勉学していただ

いて,－日も早く自分は医学生であるというlil党を持っていただきたいと考えているのであります。

６年lllIいろいろな段階をふんだ教育が行な』)』lます。しかもこれは－１Ｔし/上牧青体系でぶくてはな

りません、そういう錐制をとぼうとわれわれは考えているのであります。｜)《学は日進ｊ1歩であり。
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今日非常に進歩しております。また非常に細分化しており虞ず。専門も＃§常に奥深くなっていて、

もしそのjJjlil一つにかかわっておりますと全体を見失うことさえあるくらい進んでおります。しか

し教育の場におきましては，そういう細分化した専門教育の1,§本的なものを侍さんに'號習していた

だき，同時に総合的に腰学を考えまた学習して，分化と総合を十分わどまえて卒業-1．る室で勉学し

ていただか戴け#Lぱならないと考えているのであります。

また皆さんは医学的知識を修得するばかりでなく，思者に接する臨床医学，あるいは臨床実科と

いうことを身につけなくてはなりません。それ'よ医術の修ｲﾘ，修練でありよすが．こ』しを-1-分にr-F

救うためにはいろいろ鉦ことを考えなくてはなりません。そ』Lにつきましては従来行なわｵした医術

修得，修練のそのいいところをとって皆さんに修得してもらうと考えておるわけですが，新しい医

科大'強におきましては，ljU連教育病|流制度という一つのiliﾘ皮がとられることになりました。具体的

に旭１１１について申しますと，市立旭川摘院が１１１１辿教育病院と放るのでありまして，皆どんは大学附

脳病院において電床実iW指導を受けると同時に、市立旭川病院に行って災際に社会の医療の先端，

第一線でまた修得するということになるのであります。

医学は＃iに学問を鯵i()する，進んだ医学の知搬を修得する，また医術を修緑するということだけ

ではありません。もっと根本的に大'１｢なことは、医師になるためには人協形成がなされなげｵしばな

らないのであります。したがって大学では皆さんに，人格形成に重点を紐いて社会に偏頼される立

派な医者になっていただくような教汀をすることを考えなけ.ｌしばならないし，またそういう計両の

i冬に教育を進めて行く貯えであります。良医とは何か。良医とは申すまでもなく闘潔な人格を持っ

た人であり、公正で寛大であるということであります。そういう人間に皆さんになっていただかな

ければならないと考えるのであります。大学はまた，単に教YTだげの場ではなく研究の場でもあり

ます。これについては併どんにそのうちに話す機会があると思いますが，研究体制もＷ了しい大学と

して新しい考え方で進めて行きたいと考えておるのであります。

さて皆さんはきわめて異例な入学であります。本来なら４月あるいは５月から入学をし，余裕の

ある勉学をするべきはずであったのが，諸般のVlllljによりまして11月入学といったjlL例な入学にな

ったわけであります。したがって皆さんは本来６年の教育を受けて医師になるところを，少なくと

も半年は短縮された恰好になるわけですから、必ずどこかで無理がかかるわけであります。皆さん

に覚悟していただいたの(よ，これを克服していただきたいということであります。社会は皆さんに

一日も早く腹昔になっていただきﾉﾋﾆいと期待し，また念願しております。その場合にもしその半(｢二

が大きな影櫻となって皆さんが水iluの低い医者になるとしましたら，こ』しはまことに社会に対しま

しても申しわけないことであります。半年という期間は皆さんのやりようによっては，これを克服

して立派な医者になり得る期間でございます。卒業する段階において，ヤテさんは社会に心配とか不

安とか疑惑とかいうようなものなしに卒業していただけると私は信じます。

皆さんは旭川医科大学の第１期生であります。今日この日から旭川医科大学の歴史が始まるので

あります。その歴史の第１頁を皆さんが飾るのであります。もし皆さんがこの歴史を汚すようなこ

とがあれば，大学としても侍さんとしても，千jlIHに梅を残すことになろうかと思います。どうぞそ

れを十分にお･瀞えおきいただきまして，第119Wkであるという誇りと自(1)と．そして摸たやりぬく

という輔神で進んで行っていただきたいと思うのであります｡大学は長い期間の中に伝統が築かれ，

また－つの学風が培わ』して行くのであります。その芽を杵さんがこれから出しまた打てて行かなけ

`ｉＬぱならないのでありまして，この点も十分にﾘｻえていただきたいと思うのであります。旭川医科

大学は社会の要請にもとづいてできたのであります。大学というものは決して自然発生的にできる

のではなく、つねに時代と仕会の要Ｌｉ１ｆによって大学はできます。したがって大学はその時代と社会

の要請に応えなければなりません。その時代と社会に応えるというの'よ灰科大学におきましてはよ

い医者をつくって,皆さんＦ１身もよい暖者になって,そしてﾈﾋ会に出て医旅の向上にIr献するという

ことが．社会に応える逆であります。このこと曇十分に琴虚して，日日の勉学につとめていただ苫
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たいのであります。

今日は非711｢に古い建物の中で入学式をやることになったわけでございますが，－１Lには理由があ

るのであって，わｊＬわｵLの大学はこれから辿物が辿投さ』しるので`(うl)ます゜そしてそのできる場所

は広大な大l:】然に恋まjした斑境で．他に煩のない見ることのできないところであります。皆さんｌよ

そのような畷境の中で．自然に震しみ自然の中か．>何かを汲みとっていただき，その１１１で育って大

らかな純朴な学生として崇iniかつ純伜な人物となって．それが将来の医者としての皆さんの人間像
につながっていただきたいと思うのであります。環境は人間のﾉﾁえや生活を支配し膿す。旭Ⅱ1医科

大学のあるあのキャンパスは，そういう意味ですばらしいところであると仏は(`jじ，＋ilfさんに対し

て大きな71『でそれがいえると思うのであります。人間は日日いろいろと考え，また１W純しなければ

なりませんが、だからといって学生生活というものをあまり苦しい修騨の場と掻えてはいけない。

皆さんはこ』しからクラブ活助もできるでしょうし，大学時代に楽しい，内容豊富な充実した学生生

活を送っていただきたいと思うのであります。

最後に過W:故の諸君は本Ｊ１|からおいでに鞍ったのでありますが、受験の時に旭111に）|〔て気候その

他予想もし征かつた思いを持った人もあるかも知!Lよせん。しかしその諸君もこれから６年間，い

やでもおうでもこの旭川の土地に住むわけです。健康には十分注意して自分の志を11徹し，立派な

医者になっていただきたいと思うのであります。般近は新聞でもご承知のよう'二インフルエンザが

流行しているようですからそれにも十分注意して，折角入った大学で軌道をはずれるようなことな

く，rlI途で挫折するようなことなく，６年間を立派に過ごしてよい[笈脅になっていただきたいので

あります。iiMよ心から皆さんの成功を祈りまして，あいさつのii域といたす次第であI)ます゜（昭和

48年11月５Ⅲ）

４６国寺ﾌﾞlHlll医科大学開学記念祝典（式辞・あいさつ・祝辞・謝辞）

１式辞

旭１１１医科大学闇学記念祝典を挙行するにあたり主鵬者を代表し－高ご挨拶を申し上げます。

道民多年の悲願でありました旭川医科大学が去る９月29日開学され，本日ここにご来賓並びに多

致のご参会各位のご参列のもとに記念祝典を挙行できますことは減にご同慶の窯りでございます。

顕りみまするに，国立の医科大学誘致につきましては．地元の強い澳望により20:(j余年の長いｌ１ｌ１，

携進されてまいったわけでございます。

この間，昭和45年に閣識決定をみました第３１！j北海道総合開発`i１．画の中に国立医科大学の設世が

議り込ま』L，これを契機として道内各地において誘致の運動が腱開されたわけでございますが，昭

和46年８月20日堂垣内知ﾘﾄﾞにより旭川市に決定さ`!して以来，知71｢を先頭に全道一丸とぶっての誘致

運動となりその効を奏し昭和`１７年度の国の]z算におきまして北海迦山形，愛媛の３ﾘ１１に各１校の

創設ｉＩｌＬ(iMiWiが’１トヒされてよ'〕t1W]Ｉ)1校実現のために強く関係方iiiに要望してまいり今1-1の開学と机

成ったわけでございます。

ご承知のとおり第４期北海道総合開発計画にもありますとおり北海道における医師の養成並びに

その確保は極めて緊要な課題であります。

本道における医師不足は年々深刻化し無医地区は800余個所,その対象は32万人といわれまた専門

医の不足は公立病院にさえ暖Mi不在科があるなど住民不安をまⅢ'いている現状であります。

この時にあたＩ)，ここに旭Ⅱ|医科大学がM1学されましたことlii,減に懲義深く今後の本道進展に計

り知れないものがあり、将来における輝かしい発腱を思うときひとしお感激をおぼえるものであ'）

室す。

道民期待の旭川医科大学が医学知識と臨床医術の教育研究の場として，また，本道医療の確保と
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住民福祉の向上に貢献し、もって本道開発の進腱に寄与することを心より祈念するとともに．今ｎ

まで誘致並びに闇学実現のためにご尽力，ご協力を賜わりました道内外各界各局の方々に対し心よ

り感謝を11'し上げる次IWYでござい鵬す。

本日はご蝦賛並びにご参会各位におかれましては，ご多忙、ご遠路のところご参列を賜わり衷心

より厚くお礼申し上げますと同時に、旭川医科大学発展のために今後ともご支援ご協力を賜わりま

すよう心よりお願い申し上げましてご挨拶といたします。

財団法人風.}Z旭１１１１侭御大学設ＩＦ上協力会

会長廠瀬経一

２あいさつ

ここに少放ご来賓の臨席を得まして，旭川医科大学の開学記念式典をＩｌｉｌす二とができましたこと

'よ，この上もない喜びであり．感激に堪えないところであります。

旭川医科大学は，既に100名の優秀なる学生を迎え．去る11月５日開校いたしましたが，今，学生

は仮校舎において勉学にいそしんでおりまして，大学は将に!'ﾘL道に乗ったところでございます。

頭まするに，旭川医科大学の設irlは地元北海道の多年の念願であり膜したが，その誘致から投世

決定までには，幾多の閲薙があり．好余曲折があったとＩｌｌ１いております。

しかしその間，北海述知リハ旭Ⅱ|市艮，北海道出身の国会議員のか灯はじめ各ﾉﾌﾞlhiの関係各位の

戦意とたゆまざる努力によりまして，今、その爽現をみるに至ったのであります。ここに，北海道

知砺はじめ関係各位のご誠意とご労苦に深い敬葱を表するものであります。

また昨年７)]本学の(ｉＩ段準備のため，北海逝大学が世話枚となられ、全学をあげてご援助とご協

ﾉﾉをいただ苫ました。ここに北海道大学長はじめ１１０係各位のご厚意に衷心から感謝の意を表する次

第であります。更にまた昨年９月11ｲ団法人国立旭川医科大学投趣協力会が設けら』し，1.200点余に及

ぶ学生実ｉＷｊＩｊ器械器具繭及び研究用の貴重なW1密器械の寄１W，12.000}１１}余の図TIF、６０繩の学術磯誌

等の寄附，あるいは仮校舎の改修，hli肋，教繊j｣宿舎の延股と借上げなど、多大のご協力をいただ

いており膜して，ここに協力会に対して深灘なる謝意を表するものであります。

なおまた，新しい医科大学に{よ関連教育病院制度が設けられ，旭川医科大学には市立姐Ⅱl病院が

関連教育満院となり、同時に，大学の建物が光成すろまでは暫定施設として同病院の一部を利用さ

せていただくことになっておりますが，そのために市立病院の設倣の充爽とＩ画定他,没としての'|i鷺(Ｉｉ

をしていただきました。ここに旭川市当局並びに市立病院IHI係各位に深謝いたす次第であります。

このように旭川医科大学は，多方面からの誠通と協力の結蝶によって設置され。しかも大きな期

待がかけられていることを思いますとき，本学の尚務が，いかに顛大であるかを改めて流感し，ご

期待に必ずお応えしなければならないと決慰を折たにする６のであります。

凡そ大学は，その時代と社会の典iWjによって投囲されるものでありますから，大学はその婆`;ｉｉｉ'二

応えて，勝れた専門家を育成して社会へ送り出すことが，大学の敢要な使命の一つであると考えま

す。本'雛は北海道殊に近北地域の[鷺療過疎を解ii1jせんがため，その識IiHが要諦されたのであ')まず

から，本学は地域社会の保健と，け識に貢撒ける災い暖師を行成し。そJILにお応えしなければなら

ないと思います。

本学は-符い勝れた教T純を擁することになっており，教育の雑木方針としては．一般教育とｴﾘ|Ⅱ」

牧了了を有磯的に連けいして摂形牧行を行ない,八年間通年一[T教育を行なうことになっておI)まず。

その間，１１;lＩ度に進歩した近代医学のAL礎的知識を与え．臨床軟育では侭療技術の基本を修得せしめ

ると共に，医の倫理をﾑﾐ調とした人格形成に力を注ぎ，将来地域社会の保健と医療の向上に貢献す

る良い医B1iiと医学の進歩発展に寄りする勝ｵした研究者を育成したいと．貯えております。

また，大学は教育の塒であると[`Ｉ時に研究のjl功でもあります。本学で(よ研究が活発に行なえるよ

うな研究体制を整え．中央研究部を核として．これを充分仁活用してユニークな研究を行なうＡＩ画
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を進めておりま‐『。

更に本学のⅢIlllｿiVliH(上，地域社会の灰療体系の・靴として，その係(遡と．診療に参両し，11111#に

学生の臨床数ｆＹｌ１鋤と｣Iiに卒業後医師の研li蕾指導を↑fい》，Ｍ１に地域塵師のＷ教育の場と放らな【）

ればなりません。

今日，大学は社会からl刑かれたる大学であることがW(ま』しておI)ますが，旭]|[医科大学は保健と

医療の実践を通じて地域社会との交流を密;ニし，医碓IM1係荷に門戸を開き，医療及び研究の指郡的

立場に立たなけｉＬぱ荘,う/rいと考えております。

きょう，この記念すべき旭川医科大学の開学式典に当り．いささか所感を述べ，菰』1て．社会の

要請と期待にLさえ得る大学を建設いたす決意をあらたにし，ごあいさつといたす次第であります。

今後とも皆様〃の激励とご鞭撞をお願い申し11げま=１－･

旭川[ツミ科大,雅長山田守ﾀミ

３あいざつ

道民待勲の旭川１ｹ（科大学が開学されここに記念祝典をjL行する'よこびと益りましたことは紙にヅイ

ぴにたえないしだし､であります。

ご承知のこおり北海道には大正10年北海道大学に医学部が開設さ』L，昭和25年には札幌脹科大学

が設置されまして､現庇この２つの大学で18()人が毎年地域社会に貢献する立派な医師として送りlll

されております。

然し鞍がう北海道は．巡南・道央・道北・道璽という広い地域を有する等殊事情があり，また地

域によっては，過蛾過密という状態もありまして医療ﾘ｢ＩＩ１ｉは非常に悪く,全国的Iこみましてもｌ１ｔも

医師不足の深刻な地域であり、さらに多くの無医地区をかかえておるのであり量す。

このよう放現状か`>道といたしまして'よ，より明るく(Ｈｆかな地域社会の建設をめざすために６，

また道民の′({命と他I!(を守る4k活優先の道政という兄地か'＞も、総合的庶療保健体制の'鵬iiiを鰭忽

な課題としているところでありますが，その政簸の－JWIとして節３jUI北海道総合開発計ililiのｌ１ｊに｢|ｉ

科の医科大学のWr役を嘘')込み，各関係機関を通じ､迫氏の総感をあげて誘致迎勤を股Ｉ)I]してまい

ったところであります。

幸い国におかれましても、北海道における医療の実態について深いご理解を頂き，４７年１ノ}に全

国１０数県の侯柵i地の['１かﾙｳﾘ北海道ほか２校分の国立医科大学`Ⅱ設準備費が計上されたのでありま

す。

この箇所決定に当たりましては，文部省をはじめ政府側係者の方々、国会議員，道会議ロの摘先

生，さらに北大，｜:L幌医大の関係詩．また市町村の皆さ良等各緩にわたり特段のご配意をいただい

たのであります。

その後引きつづいて【iL1Ul開学を婆講した結果,先般の1通1会におきまして大学関係法人が１１J決さj1L､

ここにBN瀧のはこびと/rっにのでありますが，北海道の臨搬(ｲ【制の充実に大きく前進十る６のであ

り、道民のこのうえない沖びであります。

この間，国_ｌｚＩｌ《「:}大学北海道誘致蛎成会，財[１１法人''1立jlulll1ｹ思料大学投世協力会を'よじめ，逆民

のみなさまには｣遇いjUillI1にわたって誘致促進にご努力をいただき，かつ用地の取１lhlⅢ迎教行病院，

仮校舎．教鞭jll?i舎淳の受け入れ体制の整徽について、ご提ltlJをたまわりましたことに対し、心か

ら厚くお礼唇ｆｌＬあげらしだいであります。

今後は，旭川医科大学が一層近代医療体制を充実して，遊民の健康保持と福祉のj御進に人きぐ画

蔵されますことを念願し，本日ご出席のみ左さまの今１１までのご尽力'二重ねて深く感謝の意を衆し

言して一言ごあいさつといたします。

北海juii知1F堂垣内尚弘
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４祝辞

旭川医科大学の開学記念祝典が来資多数の御出席を得て挙行されるに当たり－言お祝いの言葉を

申しあげます。

まず初めに地元道民，旭川ili氏をはじめ，各界の艀様が久しく切？{されてぎた旭｣11医科大学が，

国立大学として捌学の運びとなりましたことに対し皆様とともIこ心から喜びたいと存じます。

この旭川医科大学の開設は地元選出の国会議j１，道・市御当局，１Ｍ団法人国立旭川医科大学設誼

協力会等多くのｌｌＭ係者の方々の並々ならない御努力と御協力に負うところが大であります。また大

学の回り設準(''１１にあたられた大学|H1係者の御苦労も、大きかったものと拝察いたします。

今日このような祝福を受けて本大学が発足するに』'１１)改めてこｵLまで御尽力を賜わりました皆様

に深い敬意を表するものであります。

文部省としては医学教育機1H1の地域的偏在等を鮭正し教育の機会均等を実現するために地域の実

悩に即し国立の灰科大学又は，暖学部の設置を図る方針を建て，数年来新設のための那備をすすめ

て参ったところであります。そのうちこの旭１１１には，地域の医振iljl1llと関係者の御熱恋を考慮し，

先ず岐初に技Hfをすることとし鋭意力を注いで参った次第であります。文部省としても今後とも本

大学の充実に努める所存でありますが大学の教職ｕの方々におか;!Lましては単科の底科大学として

の特色を生かしてその教育研究を発展させるとともに、医の倫理に徹した使命感をもった医師の養

成に努められることを強く希望いたします。また当地域における医学の教育研究のセンターとして

この旭川大学が地域医療の充尖向上に貢献し地元のﾌﾞｺﾞ々の－１iHiの御支援，御協力を側`られることと

なるよう期待するものであります。

ここに本学が衆|聯らしい発足を見ましたことを灘び、今後立派に成災発展することを折りまして

お祝いの言蕊といたします。

文部大臣奥野誠亮

（代理木田大学学術局長）

５祝辞

本、ここに旭川医科大学開学記念祝典が挙行ざXしるにあたり一言お祝の言葉を申し述べる儘会を

得ましたことは、私の深く喜びとするところであります。

顧みますと国立医科大学の設１，は道民の長年の念願であり北海道，旭川市，その他多くの関係者

が粘り強い努力をつづけてこらｊＬ，このたび，その努力が実り本日この晴れの開学記念祝典を迎え

るに至りましたことは，これまで〔ⅡL虻準備について，お手伝い申し上げてまいりました北海道大学

といたしましても河にご同腿に戦えない次第でございます。

これは．（(悶えに文部当局をはじめ北海道，旭川市，旭川医科大学投世協力会等関係各位のご婁力

によるものであることは勿論でありますが．とりわけ、この一年余に亘D，ひたすら設樋準備のた

めに努力さｵしてこられた山田学ﾉﾐをはじめとする１１１係者一同の並々ならぬご労苦の賜物であると心

から深く敬愈を表する次第でございます。

本学は，ImI後iiUの国立単科医科大学でありまして医学教育のありﾌﾞｺﾞが問われている今１１，全く新

たな立場からの従来の型にとらわjLない理想的な礎学教育の追求が行われるものと各方面から大き

な期待が寄せられております。又，本学が道北，逆束の行政，文化，綴済の中心地である当旭川市

に設置されたことにより，これら地域における医学教育，研究の『|j心として叉．地域住民の医療福

祉の向上に本仕する保健，鷹１Ｍ(のセンターとして地域住民の寄せるIU1侍は洵に大なるものがあると

存ずる次第でございます。

さらにまた本学が現在本学に隣接して建設さ｣しつつあります緑ケ丘ニュータウンと6打儀的な連

繋を保つことによって、この地域に形成される新しい意義をもった特色あるコミュニィテイの中核

としての役Wllを果され，ﾆｵLから本道並びに全[劃各地に新設が-F定されておりますr研究学園都市ロ
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のモデルとして．その先駆的成果が注目されております。

幸いにして本学は，発足』l1制jより勝れた教↑｢スタッフを擁しており，しかも，こ」しから逐次，年

次計画によ')教官組織の充笈，施設，設備等の{鋤iがなされることになっており光成の暁には立派

にこれらの期待に応えられるものと心から砿ｈ；いたしております。

本学がこ＃しから将来大きく発展していく過穣には幾多の困難に遭遇することと存じますが教轍

員，学生一致協力のもとに，これら困難を克服されて着実に将来に向って前進され，これからの医

学教育，大学教育の範となる大学に発展さ＃Lるよう念願いたしまして，この記念すべき曰にあたっ

ての私のお祝いの言梨といたします。

北海iit大学蜂砦羽慨知蔵

６謝辞

久しく待ちわびた，このよろこびの祝典を迎え，地元住民を代炎して，心からのお礼の言葉を申

し１名げたいと倖じます。

想えば災い迎動でありました。全国雌低の際師充足率にあえぐjui北往民にとっては、なんとして

も果たさなければならぬ執念の運動と申すぺぎものでありました。しかし，あまりの道の遠さや，

幾重にもつらなる扉の厚さに述動が立ち往生することもたびたびでした。まことに，遠い重い述動

であったと思います。それがいま，ついに，こうしてよろこびの式典を迎えたことは，私たちにと

っては，まるで夢のような思いです。

顕みて，腫大誘致の成功の第一の理由は，禍lj-体の市民迎!Ⅱにあったと存じます。盛水期成会

長を中心に，多くの市民団体が力をあわせ，地域や職場の底辺からダル〈立ち上った述動が，それ

ぞれの立場を問わず一本化し，それば道北の人びと．そして全近民の強い共感をえて．大きな盛り

あがりに蘭まっていきました。道は旭川を候iIli地としぼっていらい，堂垣内知ｖｆを先頭に，道議会

や市町村，医師会，経済界など道内各団体のみなさんとともに全iiiスケールでの辺ﾉ｣ある運動をく

りひろげていただきました。

そしてまた，それらの述ll1ljにあたって，つ』】'に適切な助言とご協力をたまわった，地尤騨lLHl劃全

議員諸先生の強力なお力添えがなければ，そ#Lは尖ることのできないものでした。さらに世話技と

しての北大の親身のご指導，物心両面のご尽力をいただいた設iiJt協力会のご好意など、いま，よろ

こびに満ちたこの祝典にあたり，長かった皿Ilijjを想い起して去来するのは，こ』lLらのご協力をいた

だいだかたがたのありがたさばかりであ')まず。ことに故`杉野l1liI1j点先生のご恩を，私たち旭)||市

民は決して忘れることはないでしょう。

お世話になったみなさまにあらためて漂い感Illlを二めて，お礼申し上げる次第であります。

旭111医大は，いまこうしてみなさまのご協力をいただきながら，市民運動を母(`i[として誕生いた

しました。しかし私たちはｌｋなことだけが市民の|E勝とは思いません。すこやかに育てることにも

市民}よi1rIEをもつべきと考えます。大学と７１J民が互いにあたたかくかかわりあい，支えあって，こ

の郷土にF1蝿!的な大学を砿立し，その存在はまた，瓜たちがめざす人間都市旭111をつくるものであ

り，しかも大雪１１１麓研究学Ｈｉｌｌ,!i想の土台をなすものであること避硫(占いたします。

ここに，種i方jiHjll医科大学の開学記念祝典にあたり，本大学の発展を祈念するとともに，みなさ

まに心からの諜意を表して，泓のごあいさつといたします。

旭川iIilと五十嵐広三
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４８旭川医科大学学生の臨床医学教育に市立旭川病院が協力する二とに関する協定譜

旭川医科大学氏（以下「IT1」という｡）と旭川ilj1t（以下「乙」という｡）は，117立旭lll病院（以

下「病院」という｡）が旭川医科大学（以下「大学」という｡）の学｣kの臨床医学教育に脇ﾉJするこ

とについて，次のとおり協定を締結するものとする。

（目的）

第１この協定は,学生に対して広汎かつ有効な臨床医学教育を行なうために関連教宵病院を設け，

その活用を|叉]ることを目的とする。

（基本的関係）

第２大学と病院は栢互の独立と信頼を基本として臨床医学教育の成果をあげるよう互いに協力す

るものとし，病院における診療の責任はＺが，教育の雌終責任は甲がそれぞれ負うものとする。

（運営協議会）

第３病院における臨床医学数行にかかる諸問MHについて協議するため，述営協議会をＩ没Wiするも

のとする。

２運営協議会は，甲・乙及びそれぞれの委醐する委只をもって柵成するものとする。

３運営協議会の綱目については，別に定めるものとする。

〈実習方法等）

第４病院における実習学生数.災習時間数・実習jUI間・実習内容・尖習方法等については，運営

協議会の識を経て大学が定めるものとする。

２大学は，捕院との協議にﾑﾋﾞづき学生の臨床教育突習の状況をは雌するとともに，リIij院からの成

統穀告ﾉﾄﾞにより学生の成識評価を行なうものとする。

（指導医）

第５指導医は，一定の資格要件を有する者の中から，迦営協議会の縦を経て選任されるものとす

る。

（人襲の交流〉

第６医学教汀の充実を図ろため，甲と乙は業勝に支障のない範囲内で人事の交流を図るものとす

る。

この場合，当該職員はそれぞれの組織における祷理下に業務に従ﾘＩするものとする。

（研究面における相互協力）

第７大学とjIii院は，定期または臨時に症例`検討会・研究会等をIlMlll1し，または共同研究而におい

ても協力するものとする。

（患者への協力要請）

第８病院は、臨床教育実習上必要と認めたときは，患者に対し教行への協力を要諦するものとす

る。

（総費の負}ＩＤ

第９本協定にもとづく臨床医学教育等によって生ずる経婆は甲のfh担とし，その涼定方法・支払

方法及び経理の方法については別途協議して定めるものとする。

（協定の解消）

第１Ｏこの協定を解消しようとするときは，１年iiiiまでに相手方に通告するものとする。

（雑則）

第１lこの協定について疑義が′ｋじたときは、または定めのない`Ipqmについては，甲Ｚ協瀧して定

めるものとする。協定の実施紺１日は，運営協継会に諮り決定するものとする。

－１７（ 



附則

この協定は．昭和49年２):128,から施行しⅢ 昭和ｲ18年９月２９１１から適用する。

旭川医科大学氏山ｕｌ

旭川市蛙五十嵐

守
広 英

４９旭川医科大学関連教育病院運営協議会要項

（趣旨）

第１条この要項は，旭川医科大学学生の鴎床医学教育に市立旭川病院が協力することに関する協

定許（昭和49年２月28日締結。以下「協定11『」という｡）第３の第３項に基づき旭川医科大学関連

教YY病院述営協議会（以下「協議会」という｡）に関し，必要ぶり｢項を定める。

（審議11口W）

第２条協識会は，協定fIIの定めるところにより，市立旭川病院における旭111医科大学学生の臨床

医学教育に係る事項を務識する。

（継成）

第３条協継会は，次の各号に掲げる委員をもって椛成する。

（１）旭111医科大学の学氏，副学長，講座の教授`1人及び騏務Ad災

（２）旭1117'7災並びに市立旭川病院の院艮，l1ill院長，医局災，濠)j代表２人及びﾘ｢務焚

（３）北海道衛生部長

（委員長）

第４条協議会に委員長を脳き，委員の互選によって選出する。

２委瓜氏は，委員会を招梨し，その議長となる。

３識｣造にﾘﾄﾞ故あるときは，あらかじめ委口災の指名した委jlがその職務を代行する.

（会議のＩｌｌｌＩＩｉｉ）

第５条協議会は，原則として年２回定例会識を開催するものとする。ただし，委瓜長が必要と認

めたときは，霊時に会議を開催することができる。

２協識会は，委員の４分の３以上の出席がなけｵしば会議をBM(1Mすることができない。

〈委員以外の者の出席）

第６条委只長は，必要があると認めたときは，協議会の承認を{(}て，委員以外の識の出勝を求め，

説明又は意見を聴取することができる。

（専門委瓜会）

第７条協議会は，特定のⅢＩ項を調査検討させるため，専門委只会を撒くことがでぎる。

（庶勝）

第８条協縦会の庶務は，旭)11医科大学において処理する。

（雑HlI）

第９条この要項に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要なＦ１『項は，協議会が定める。

附則

この嬰項(よ、昭和50年12):小１日から施行し，111M.f[150年８月８日から適用する。

]７］－ 



５０国立学校設置法施行規則の－部を改正する省令（文部省令第21号）

１K]立学校投lift法(昭和24年法↑１１第150号）第３粂鰯２項，第５茶舗IJlKI，第10条及び鋪13条の規定

に基づき，国立学校設股法施行蝋ｌ１Ｉの一部を改正-)･ろ打令を次のように定める。
昭和49年６月７日

国立学校設{iii法施行規則（昭和39年文部省令第11号）の一部を次のように改正する。

月次中｢第２()糸の８－第20条のル1Ｊを「第20条の８－節20条の13」に，「第３章同立ini藤学校(第

39条一策`15糸)」を「第３章ilill除』に，「第46余一W11`18条」を「鞆`16糸第49条」に改める。
第２条を次のように改める。

（副学長）

第２条前条に規定するもののほか，別表第１のkill1に掲げる国立大学に、同表の下欄に掲げる敦

の副学長をrtく。

第３条の２１１１「別表第ＬＪを「ガルIと第１の２Ｊに改める。

第５条第１j､【１’「広島大学」をi1jllる。

第20条の８をi'jリリ，第20条の９を第20条の８とし，第20条の10を第20灸の９とし、輪20条の11を

第20条の10とし．第20条の12を繭20条の11とし．第20条の13を第20条の12とし，第20条のＭを第２０

条の１３とする。

第29条Ｉｌ１ｒ１ＩＩ南アジア研究センター」の下に，ｒ大阪大学の言語文化部」を加える。

第29条の２を次のようlこ改める。

（蝋務局の特例）

篭29栄の２次に掲げる国立大学の』|『務局Iこあって(よ，第28条第1項及び第29条第１項の規定にか

かわらず．廠蝋会計，施設，学生の厚生補導等に関する事務を併せて処理させるものとする。

旭川医科大学・筑波大学・浜松医科大学・宮崎坂科大学

第29条の`lの次に次の１条を加える。

（参与）

第29条の５１世川医科大学，浜松医科大学及び宮崎医科大学に。大学の迎営に関し学外の有識者の
意見を求めるため，当該大学の定めるところにより，参与若干人を慨く゜

第３章を次のように改める。

第３iffiIiリ除

鰯39条から鰯`１５条まで削除

第48条の次に次の１条を加える。

（国立民族学博物館〉

第49条国立民族学博物館にliTか＃しる職の種類並びに図立民族学博物館の組織及び巡営の細目につ

いては。［ｾﾞﾘ立民族学博物館組繊迎常規則（昭和.１９年文部省令第23号）の定めるところによる。

附則第３狐Ｉｌ１ｒ及び愛媛大学|笈学部」を「浜松[塊科大学医学部、狸雌大学医学部及び樹崎医科大
学医学部」に【M(ぬる。

附則第４項Ｉｌｊｒ及び愛媛大学」を，「浜松医科大学，愛媛大学及び宮鰔医科大学」に改めろ。

別表第１を別災第１の２とし、何巽の前に次の’衆を加える。

旭川医科大学２，筑波大学５．浜松医科大学２，漕崎医科大学２

別表第６↑;｢１１１大学の項中，「｢Ⅱ漢薬研究施設」をiIiりる。

別表第８｢ljWr潟大学商業短IUj大'粘部の項の次に次のように加える。

新潟大学医療技術短期大学部{1趣料，診療故1M線技術科，衛生技術科

別表第８中金沢大学医療技術短期大学部の項の次に次のように加えろ。

信州大学暖療技術短期大学部ｎ護科、衛生技術『:Ｉ

1７２ 



別表第１o中呉工業高等AWj学:狡の項の次に次のように加える。

徳山-1:雌問等(ＦＩＩU学校機械遮気工学科１，ｌｌｌｊ報遮子工学科１，土木建築工学科ｌ

別斐鮒]()''１旗本電波エ戦lWi才４ﾘ門学校の｣！[の次に次のように川]える。

八代工堆iWi等MjE門学校機械岻気工学科１．１１?報電子工学科】、土木建築工学『;}Ｉ

鮒則

Ｉこの古令は，公布の日から施行する。

２広鰯大学の教養部は，改正後の国立学校,役iY法施行規則第５篭堀１項の規定にかか`ｌｊらず、昭

和5()ｲ１１３１１３]日まで存続するものとする。

３旭llll災科大学、浜松医科大学及び宮雌灰科ﾉ（学の附属図,'；館については，政Ili後の国立学校鯉

HIH法施行規則蕊29灸の２の規定にかかわらず、当分の間，１１｢勝篭を置くものとする。

５１医学教育の改革に関する調査研究報告,1｝（昭和51年２)］祠立大学協会）

昭和4()年以降，いくつかの国立大学において紛争がおこり，やがてそｉＬが全同的規棋にまで拡大

した。この1111,大学の管理迎営．あるいは大学のあり方一穀について，種々の問題が提起され．大

学はきびしい社会の批判のiillに立たされた。ﾆｲLに対し，国立大学協会は。昭和`11年６月「大学の

管理巡常に|H1する意見｣を発我し．その後も引き統馨当面する$liilI(|題について綱ｆｆ研究を行なった。

そしてその緋j1Lを昭和45年２ｊｊｒ大学問題に|Ⅱける調査研究」（llIllll報告）として，また昭和46iia6

月には「大学1111題に関する洲ff研究報告r1f｣，さらに昭和48年12)]に(よ「大学改戦に側する調斑研炎

報告Tl「」として発表し，各大学がそれぞれ自主的な改革を進めてゆく上に、何らかの参考に放るこ

とを期待して，一応上記の問題に関する調狂研究を終了した。

その際，陵学教育については，昭和46年６ノ|の「大学問題にIMIする調査研究報簡,I｢」にも記ilijiさ

れているように，履修抑廠の年限や医学進学郷概のそｵLが，他学部と異なることや，大学附llil病胱

という現難的性格をもつ施,没を擁しており、１t期にわたる卒後研修を必要とし、地域社会と密接な

閏係にあること象どの理【iIから、「医学教汗の改革に閲する調茄報告`l;」は，昭和４８年12月の｢大学

改革に膿ける調査研究報告ﾉﾄﾞ」の別續として発炎する事となった。

以下本報（'iﾉﾄﾞが完了するまでの経緯を簡単にまとめて記砿する。

昭T[ﾙ12年６月25日の国立大学協会理ﾘﾄﾞ会は、jjYi1lFに記IIiRの如きｋ'稚の状勢に応えて，「病院とくに

医学牧汀にＩＮＩする特別委ｊｌ会」の設圏を決定した。その主旨は，Hil在の医科系大学が抱えている問

題点を墓ぐり，その原因に近づき，出来得べ<んぱ．抜本的改諜箙を見出す蝋にあった。したがっ

て委員会の名称も「病院１１１１題特別委員会」とばせず、その枠を拡げて「医学教育に鵬ける特別委旦

会」とし，上述の如き医学散行の特殊性から，検討すべき椀閥を，医学生の教育のみならず，医科

系大学院，卒後の研修にまで拡大した。

－/j本後瓜会が発足当時、I笈科系大学では[ﾀﾐMi実地修練制度の改廃をめぐって激しい論議がくり

かえされ，やがてそｽﾞLが諭腿iliIの矛盾に発腱し、本委員会において｡，主としてニルうの問題につ

いて，約２年間にわたI)。糯魏を亜ｵｭた。しかし．その後医師法の一部改正が行なわ』L，研修医制

度が発足し、全国的に拡大した大学紛争も次輔に下火となり，こ』Lらの問題は一応鮪とげの形とな

った。しかし現行の医科系大学が抱えている制冊}題は，その多くが未解決のまま残さ』しているので，

当委fl会としては，引き統苫匿学教育1こついて改革すべ善間脳点“し体的に|V検,l､几，昭和48年６

月にようやく「医学教青改/|ntに'11Ｉする調浅」の架樂をまとめた。その後，この素案をIIJ心に討議を

埴ねた後，作成さｵしたのが，この報告鍔である。なおこの報i'；illを作成するにあたり，全国便学割

長病院良会議が発表した医学敬育に関する報(!;や提言を充分仁汲みとった上，国立大学協会の立坦

から，医学教育の将来あるぺぎ盗に焦点をあて，その大綱を包括的に記鞭した。今後文部当局が隆
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学教育の改革を災施するにあたり、また各大学が自主的にこれを進めるにあたり．これが何らかの

参考になれば幸いである。

１医学教育改賊の必要性

ここ20年来，世界の各国において，革命的とも闘えるほどの医学教育の改革が進めら!Lている。

これは世界保健懸章（1946）にもあるように、第二次大戦後蝋健康を享有することが基本的人権の

一つ〃と考えられるようになったことが最も大きな理由である。したがってこの班に職も深いかか

わりを持つ医旅が，その内容において質的にもnt的にも大きく変化し，さらにそれを支えるべき医

学も著しくその妬と深さを要求さ』しるようになり，これに対応して1[1来の医学教育の形態，編成，

内容，方法のいずれにおいても、根本的な改革が必典となってきた。

医療について言えば，かっての医療は，主として診療所や病院という限られた環境の中で，医師

は患者がもつ疾病の診断と治療にＷ念することで、こと足れりとされていた。しかしながら現在の

医療は，単に疾病の診療にとどまらず，健康の維持や1N進にまで，その機能が拡大され、活動の場

も生活の諸''1にまたがり，とくに佃祉との関係は，｜]々に深まりをみせつつある。医学も'１１来の分

科は，さらに細分化され，一方において分子レベルの追求や工学との結びつきが進めら』しるかたわ

ら，他方において心理学的，生態学的，社会学的追求が強く蔓論さ』しるなど，著しく多面性，多様

性を増している。

このような状勢に応えて，世界の多くの国では，［ｆＩ家的に強力なiilM流研究組織を設け，その検討

の上に立って，医学教育は60年代にほぼ新らしい脚)'１をとげ，その後も莱軟な湊勢をもって常に改

fIfへの道を歩みつづけている。とくにこれら改革の韮調をなすものは，従来のドイツ型医学教育，

あるいはアメリカにおいてスレキシナーモデルといわれている形態が，ややもすればいわゆる研究

寮卜素義におちいり，学生の実稗を軽視するが如き弊のあることの反省の上に立って上述の要請に

対応可能な教汗，研究に主眼をIIYfいたことである。

しかるに，わが1ｺでは明治の初川]にドイツ医学を導入し，その当時の要iiIYに即して作られた原則

のまま今日に至っている。勿論そのlMF々の要請にこたえて多少の修正はlⅡ]えられてきたが，第二次

大戦後の変馳の時代にも敢て根本的改革の方途を求めず,大学紛争発生の誘因ともなったのである。

幸い大学紛争も平静化し，今こそ冷筋な判断の上に立って医学教脊の根本的改革を行なうべき時期

が到来している。とくに国立大学の医学部又は医科大学（以下医学校という）は，国民の保健の現

実と将来について，大なる責務をイルており，同時に公，私立医学校のモデルとしての役別を担っ

ている。こ』Lらの点からも特にその改革を急ぐ必嬰に迫られている。

２医学教育の目的

すでに述べたように，今後の医学は，国民の基本的人権の一つである健康の保持と１W進に深く関

与すべき立場にあるので，医学教育もその目的の中に上述の主旨をlﾘj砿にすべきである。また今後

の医旅にたずさわる医学生に対して，医師として持つべき基本的知識，技術、態度，｛WIUI等につい

て，それらの蝉ＩＩｌを示して，溺焚に努めるべく教行する必要がある。さらに今後の医師に要諦され

ることは，岐近とみに発達した医療保健機関の中にあって，多彩な医撫婆典相互の協力関係を円滑

に維持するため，保健医療全般についての展望を持ち統括指導する能力を養う必要がある。なお医

学教育の目的は，これら医療関係の医師を養成するにとどまらず，将来の医学研究者を育成する重

要任務をもっている。したがってこれらの医学数行の目的を具体的に!〃J：するために，公的な･性格

をもつ組織において，検討を急ぐ必要がある。

以上の事にIHI辿して世界保健機Wi作業班は，1968年，「医師の遂行能力要求基準案｣を発表し，医

師として具備すべき条件として、これわ認識領域（知識)、情意領域（態度)，精神運Hill領域（技能）

に分けて，それぞれにつき綱目を提示している。またアメリカではすでに1953年医科大学協会が｢医
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学数行の目的」を作成し，，<の医学横でlｉこの､;(11ﾘを参照しながら，さらに具体的な目的を作成

し，これを実行に移している。窟ドイツにおいて6197()年の改訂医師試験法において，雪わいて【嫌

細な要求項目を提示している。

一方わが国の現状をみろと，昭和22年に制定された学校教育法第52条に，「人学は学術の中心とし

て広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を救援研究し，知的，道徳的及び応用的能力を腱１Ｍ

させることを目的とする」とtidIlUiし，医師法第1条には「庚師は医療及び保仙指導を掌ることによ

って公衆衛生の侭上及びj1ill進に寄与し，もって1』il民の他康な生活を確保するものとする」と記述し

ている。

これらの条文は，一応，上述の医学教育の目的に合致するものではあるが，これをさらに具{`!【化

する必饗がある。ことにＩ1ｔ近の社会は，医療，腹学に対してきびしい批判の眼をむけている。速や

かに上述の主旨を伸したＷＬい医学教育の一般的【:]的を具体的に明示する必換がある。

３国立大学における↓役lift形態

Ｕ'（学校は，教育，研究Ｍ診療，その他あらゆる[iiiにおいて。他学部に比し社会との関係が密接で

あり，今後も地域の医学，医療．保健の中核として，その機能を発jfiL欺ければならない。また地

域の医療機関やその他の協力なしに、今日の医学校は、その使命を全うすることは困難である。と

くに/【&近の医学は著しく細分化さ＃L，到底一つの魔学校ですべて領域に`!)たり専門家を揃えること

は不可能や状態にある。したがって設立主体の砿を越えて，あらゆる教育機ＩＨＩとの相互利用や教ｱ『

齢lIiの共同利用を考える必iHiがあり，そのためにもⅢl辿病院その他の瞳ﾌﾞﾘlfll繩1施設を教育の場とし

て使川できるよう速やかに縦lWiすべきである。さらに灰学校は，医師の従成だけでなく，医師以外

のlﾀﾐ旅婆jlの養成にも現にある程度のかかわりをもっているが｡今後こ”>の街的向上を図るため、

-1付の微撞的関与が望まれる。

以上のことは．他面において地域の医療，保健科学の教育を一層体系づけ，その内容を高めるこ

とともなり，これらと医学核との相互利用によって数奇要具や施設の効ｌｌｌ性を高める事が可能とな

る。

さらに医学陵は，地域との11M連を深めるだけでなく，医学教育の水準をiWiぬるために，全国の暖

学校が|Ⅱ蕊に連携を密にし，｜(】互の交流を深める必艇がある。現段階においては，講師の派避嫌に

よってこＩＩＬを糊塗しているが，さらに根本的に教かﾉﾌﾞ法を吟味する必蝉が`|うり，殺市字体の壁を越

えての協力関係を強化するためには，一方においてji風12を明らかにするとともに教育形態に相当の

ｌ１Ｉｉ】度が与えられなければならない。そのためには特別の法的措置を識ずる必要がある。

次に国立医学核が，総合大学の－学部であるべきか，単科大学の形態をとるべきかは、それぞれ

一長一短があり，その判断はむつかしい。医学校の修業年限は他学部に比して長く，医学進学課擢

６２年である。また附脳摘院という現業的性惜の強い施設を持ち，これに聾する予境規模も大きく，

illi々の点でかなり異iiTのところがあり，時には他学部との111]に不必要な朧擦を招くことすらある。

したがって－部にはfIiF3lp：科大学の形態が刺まし<，地域との連拙も－Ⅱi存坊であるとの意見もあ

るが，前述のよう【こ，現在の医学が要求されている学１１１１の広さや傭意領域の必要性から，世界的に

はむしろ総合大学の一部である即;の方が望ましいとの意見が強い。それは他学部の教育資源を利用

できる条件が－個ととのっているからである。とくに岐近，国立医学校が祈股される場合．単『:|医

科大学の形態をとる傾向にあるが，この場合，総合大学の一学部として受ザ得る利点を充分補い得

るよう，予筧，要員の点で充分の配慮が望ましい。

征お国立灰学校が，地域性を瀞虚してそ』Lぞ』しの特殊性をもつことは大いに推奨されるが，全体

としての要、，施投規棋，。I謬涼等において、大学'''1の怡躍があってはならない。現存する絡篭は，

速やかに是正さるべきである。
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４入学者選抜

現在，国立医学校の入学者選抜は，もっぱら学力試験によっており．しかも試験科目はいくつか

に限定され，これに合格するために'よ，きびしいlH1ijljを通らなければならない。そのため受験希望

街の大多数は，入学のための技巧と手段に没頭し，医師としての使命や本人が医師に適格であるか

否かについての考慮に乏しい。また筒校以下の教青にもＩＩｉｉ向と歪みを与える結果となり，青少年に

肢か[喫な人間形成を'111Hfする大きな要因となっている。この車は，今後の腰疲にたずさわる者の

中に，その資質に欠ける者が生ずる可能性を予測させるものであり，入学試験の現状は，広く背少

年の柵神的，肉体的，社会的蝕康にとっても重要な111]凹である。

したがって国立医学校の入学者選抜については，今後改正されるであろう国立大学の入試方法を

勘案しながら，医学・医縦にたずさわる者として適格であるか否かを判定する具体的な方法を検討

する必要がある。

なお，医学技におけるＬＷ１Ｉ,1M鶴に，一部他学部の学士号所有者を受け入れることは，医学の広が

りと深さを増す将来の腿望に対応する手段として望ましい。しかしその選抜法に配慮を怠ると，あ

る特定学部の卒業者にのみ合格者が限定される可能性を２{:じ，多I様`性を持つ今後の医学の発展とい

う「}的に沿わなくなるおそれがあることを考慮する必饗がある。

５教育課程と方法

医学の悩報髄は般近とみに｣､大し，その質においても深さを増しつつある。ことに今後の医学教

行は，１１tに知識や技能の修1()だけでなく，人間形成の立場からも充分の配脳を必要とする。しかし，

わがＩＨＩの医療要員の切迫と社会樹源の状況，さらに`Wf外|ｴ]に拓ける医学教育の災情を照合して判Wｉ

するとき，医学教育の年限をJ乢在の６年よりさらに延及することは，社会的支持を得がたいであろ

う。

６年llHという限られた期１１１１において、医学教育を何効適切に実施するためには，まず医学教育の

目的を明確にし，その鵠に沿ったカリキュラムの周到な立案が必要である。前者についてはすでに

本文の第２節に述べたところであるが，設定された騰学教育の目的を教育科学的に裏付けられた方

法によって確実に履行される必要があり，その方法も適切かつ信頼`性のある;荊iH法によって常に修

正することが肝要である。な｣3111界保健機iliは，世界の一定地域ごとに医学技ならびに医療要員凝

成jM狸の教師を対象とする研修の場としてRegiomllTe;lcherTraininRCentGr(RTTC)を発足さ

せている。西太平洋地区ではオーストラリア地区を含めてシドニーにそ｣Lが設けられ，関係各国か

ら医学教育の当事者が数回にわたって参集し会議を開いている。世界保健機術としては，将来．国

ごとにこの種の機関が設枇されることを期待しており，アジア各国でもすでに設立の準備が進めら

れている。わが国としても当然そのための努力を払う必奨がある。また単に受身の姿勢ではなく，

進んでわが国の医学教育のあり方を具体的に推進するために，一定の地区ごとに拠点校を設け，医

学教ｱｧﾄﾞﾙ座の開設や医学牧了r研究施設をも設ける必典がある。

厳お，教官の任用、昇任にあたって，研究歴のみでなく，教育や診療の能力についてもそれと川

等の評価が与えられるよう、特に記虚する必要がある。

カリキュラムの原則について言えば，これまで医学進学課程と専門課程とのI1Ijには，歓然とした

境界が設けられていたが，今ロではこれを固定的に考える必要がなくなったために，その自由度は

拡大した。しかし，この』!｢は決して医学教育課程における一般教育を軽視してよい班を意味するも

のではなく，今後の医学教育のあり方としては，むしろ職極的にこれをnt視ずべきものである。

ＬＷＩｌ椰穏におけるカリキュラムの内容については，昭和50年７月大学投ｌｉ'上糯`縦会が提出した「医

学部および歯学部設艇基jlI1の故ﾌﾞ\について」の鞭告を大綱において支持する。比較的ゆるやかな科

目時１１１１の配分，選択科目の灘入など，注目に価する。ただし、実施にあたっては，従来のように;&
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座制の枠の中で時間配分を行/rった後には,全くその講座の周IlIAHITtにゆだ』ﾕろが如き態度を改め，

カリキ二ｌｂラムの計両と喪施にif任を持つ組織を|没ける必要があり，さらlここの組纐が常にカリキュ

ラムのIﾉＷＩＦとその実施状況に検討を加え，改鴻への努力を払うとともに細部にわたり教育内容の調

整が必要である。

なお教育資材の整備については，従来ややもすれば等閏に附さ』L勝ちであったが，今後視聴覚器

材の拡充を含めて緊急に1溌鮒を必要とする。

とくに贋学教育においては，忠者の入梅を守るため，学生が！,nlfに接する以iiilに，こｵLらの器材

を(jいて111本的な知識，技術、態度をできるだ1)向上させておく必IIEがあり，また旭者からえたｉ１Ｉｊ

報を雄大限に数育的に利)Ｉ)するためにも，これらを視聴覚器材を11沖て記録し，かつこれを共同利

用する組織を設けることを零虚する必要がある。

さらに・僻地医療の問題を解消するため'二，医学教育はその中にそれに対肥する教育．診療，研

究の体ﾙﾘを組み込むことを瀞虚する必要がある。

６ｌＩｌ１Ｕｉ病院

医学教育には，完全に大学の管理下にある適正規模の附屈病院が，少なくとも一つ設けられてい

なければならない。その規模は，単純に学生の故に比例して決定さるべきものではなく，附属病院

が将来にわたっても果さなければならないその地域の医学および鷹療に関する中核的役割をもつ充

分考脳に人』して決定されるくぎである。摸｢jﾀﾘｰｵしば，現在の附Ilji病院は，単に医学化や大学院生の

教育にとどまらず，その地ｈ１の医療や，卒後IUf催，生涯教子r，sI>,こ医師以外の[笈M:奨貝の養成と

再訓練等に1K更な役割を果しており，将来も錐々これらの要`iIVがi1WまることがJziIIlされる。ことに

こ#Lらの任務を遂行するにあたり，教育的、研究的態度をもって臨む必要があI)，倒立の施設であ

る以上，ｉ１ｉ任をもって国民の医療に従頭すると共に，管理．迎憐を含めてモデル的なきのでなけれ

ばならない○そのためにはJR缶の基準は，速やかに改正されるべ馨であり，常にⅨ学の進歩に即応

できるi没IIliの充実に意を用いなければならない。

一方臨床医学の発展と，きわめて高度の医抜を求める社会状勢の中にあって､医雄は[,々専門分

科への傾向を高めつつある○勿論，大学附帆携院としても専l1l化を進めるべきであるが．＿施設で

あらゆるＭＷ科目を揃える１【は不可能である。とくに医学技における最も,回要な任勝が，医師とし

ての坐礎作りにあるとすれば，いたずらに細分化を図ることなく，一般的，かつ総合性に富む医学

教育にも志向を求めるべきであろう｡これにⅢＩして例えば一般診旅科，総合診疲科，あるい(よ地域

（保処．予防）診療科の１%１１没を老Hfする必興がある。また中央診旅部門も単に灰iMIiのための機能を

果すだけでなく､教育的，研究的なさのとして位置づける必要がある。

救急医撚伝染病，慢性疾思，リハビリテイション，精神疾忠などは，医学教育にとってきわめ

てiE要なものではあるが，これらに閲する施設は，管理上特別な条件が必要であり，大学附属病院

のみで，こj1Lらを完備することは困難である。したがってそれぞｊＬの関連教育病院を設けて教了了而

での協力を1眼ることが望ましい。そｵLがまたjlh城の医療，保健の水準を高めることになり，同時に

大学と地域の協力関係を一＃i緊密にするﾘｲにもなる。その際，側述教育病院も，大学附屈病院と同

様に，診療，教育。研究の三機能において充分の役割を果し得ることが肝要で，そのために－脚の

充実が副環#しる｡その点，liill地方自治体，揃院設憧主体者の微極的な理解とlけ政的支持を望みた

い｡さらにこれらの特別施設と大学附属病院との人Vr交流を容扮にするため，処辿やその他の条件

に均衡をlxlる必要がある。ことに給与については，教官は教育職の伜に規制されて一般病院や特醗（

施設に比してきわめて低い｡逆に研究饗については後者はほとんど無視された状態に近い。その｝161

と<に科学研究費の配分にあたり、それらの不利を是正する必奨がある。

なお大学附屈病院において配慮すべきことの一つに。従来のいわゆる学用思考制度がある。こ』Ｌ

についてIkその名称を検討し､また倫理規定を制定し、倫j理委Ll会を設けてその迎川を配慮する心
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要がある。

さらに大学附属病院のあり方に関連して，建築，設計･上の問題がある。ことに岐近箪床医学と型
礎医学の分離傾向が指摘されており，この欠陥をhliうためにも附属病院と基礎陵学校舎を近接して

建設することが望ましい。また現在すでに実施され，教育効果をあげつつある小人数教育を，さら
に充実させるために、小数粉を多牧設ける必要がある。

７卒業後の教育

医学教育は，単に学部の卒蝋をもって完了するものではなく，卒後早期の臨床研修，それに続く

専門的修純，研究者の養成を本則催の目的とする大学院教育さらに地域医療とも密接に関連する医師

の生涯教育をも含むものであり、それらが相互Iこ関辿し，また卒前教育や学位制度ともからみつつ，

医学部一附屈病院を場として実施されている。これらの現象は，他学部の卒後教育にIよみられない

極雄さを示すとともに，かつそれが多くの問題を孕むゆえんでもある。

鷹Mi実地修瓢制度の廃【l:後，牧年を経た現在，卒後にみられる現象として，研修医・医乢制度の

定:ｉ１ｆ，大学院志願者の減少，ljj:学部卒業生の基礎灰学（ﾄﾞl:会医学を含む）志向瀦の減少，学位取{{｝
希望打の減少等があげられる。しかしこれらの現象は，その根底において薊にIHI連をもっており，

これらに内在する問題の解決には，これらを全殻的に捉えて対処する必要がある。ことに基磑医学

志向者の減少は。今後の基礎医学の研究がますます2i2物学に傾斜し，臨床医学とのギャップを深め，

単に研究の面のみならず学部教育にも支障をきたす危険性を孕んでいる。すなわち，学部学生定員

のjilDiI，栽育研究の高度化と棋雅化により，従前にも1Ｗして多数の医学教育研究者を必要としてい

るからである。これに閲迎して！Ih6in要な課題は，現存-J-ろ大学院制度をどのように取り扱うかで

ある。従来，医学関係においてはこのｌＩｉＩ度の本来のＩ－ｌ的である教育研究二llfの雄成機IHIとしてのとり

上げ方に配倣を欠く憾みがあった。この点を速やかに）と正し，本来の目的が群坊に達成されるよう

そのLL体策をねる必要がある。もしこれを怠るときは，医学教育研究脅の欠乏を招く棋れが多分に

あり，あるいは大学院に代るなんらかの制度を琴噸する必要があるかもしれない。本委員会もこれ

について討議を行なったが，このvTは医学の卒後数行にとってきわめて11i嬰な1111題であり，まず現

機'11の大学院を如何に改縛し，jull用すべきかを検討した。また学位制度は存続すべきもので，学位
を独立して研究を行える資絡としての評価と解し，臨床研修を医師の実地修純として明確に性格づ
ける必ljIjがある。

以上のり｢を基本的な概念として,個々の事項について１１１１題点または改善すべき１(を述べてみたい。

７－１大学院

上にも述べたように．現行の医学系大学院（博士灘溌）は，その機能が充分に発椰されていない

リイはり｢尖である。しかし医学が自然科学のみならず、人文･社会科学とも密接なljU係をもち（人間
の他b1fのための科学〃として1ArIT1の学問分野を形成している以上，この任務を大学院に課するﾘｷﾞは

当然の１１｢である。従来，ややらす』しば臨床研修とのからみから，臨床系大学院のが否が問題とされ
てきたが，蹄床医学も基礎陵半とlr1厳に魔学研究の一分野をなすもので，臨床系大学院がこれを担

当すべど立場にある。その際，臨床研修と戯に区別してとり扱われなければならない。すなわち臨

床系大学の場合，箪床経駿をもっている事が将来の研究に特に重要と考えら』Lらとすれば，卒後一

定の期１１１（例えば２年）箪床研修を行なった後，大学院に入学する車を考砥すべきであろう。また
現行の大学院は，講座制を述前として５系列に分れており、艇修科目は主科目と別科目および選択

科目に分けられているが，ノii付の取得条件などを含めて速やかに再検討するとともに，研究がいく

つかのmlWII2，あるいは附|ﾋﾟﾋ研究所，さらには他学部や他人学に及ぶ必要がある場合を想定して研究
が容妨に進められるよう医学系大学院の再鶴を検討する必婆があり，その成否が大学院の存在価価
を決定するであろう。またこのような大学院の本然の礎を求める以上。当然，人学者の厳選と厳格
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な教育およびその評価が要求される。こと'二研究に没頭できる生活の安定をはかるため、腕化に対

する奨学金の大柵な増額，あるいは給費制度の復活も検討どｵしる必要があり．さらに退避免除職の

範囲を拡大するﾘﾄﾞも考慮されなければならない。なお従来の大学院が所期の目的を充分に果し得な

かった原因の一つは，機hHiのみがとり入らｊＬ，それに要する施設．設備，人口等に対する配慮がほ

とんどなさルＩｒかつた蛎にある。これらについては特別の僻慮を払う必班がある。

医学修士課程については、現状における否定的見解と，将来を展望してこれを必要とする意見と

があるが,博士郷程そのものに多くの問題を抱えている現状において，ここでは詩論を雌翻したい。

７－２臨床研修

先にも述べたように、研修陸｛Ｉｉｌｌ度は定着してきた。しかし，本来早期の臨床研修は，制度的には

lﾘ生省に属するもので，大学病院は学部学4k，大学院生の紋背に主力を注ぐのが本旨である。しか

し現状では，大学病院においてもこれを分担せざるを得ない状態である。この場合でも各大学の実

'１１１に応じた受け入jL人数があるはずで、こ』Lを検討する必IUWがあり，同時に附随病院内における各

18}への配悶も､舷に受入講座の能力に応じた枠を厳守すべざである。

一方研修病院の充実は緊急の問題であり．それらにはその地域の総合病院や特殊な医;j1$機関を含

む必要がある。その点，IjM連教行病院，教育病院群などの柵想がさらに具体化されるﾘ｢を期待する

もので，長期的に'よこれらに主体を移行させるべきである。なお臨床研修がどニで行なわ』しるとし

ても、その研修カリキュラムが[ﾘ]砿にされ，指輔医に対する牧育方法の１０｢形の実施も検討される必

喫がある。また指導ならびに忠者に対する斑任体制を明確化することも｣K蝶である。

７３専門医の教育

今日の医疲は苫わめて商い水雌にあり，その技術も商腫のものが要求さ'Ｉしている。その/こめ卒後

'１Ｗ]の研修に引苫続き後期研修，ないしある特定の専門的分野に深い造詣をもつ医師を侭成する必

奨がある。これを(v門医制度と坪w称するか答かは今後のi黄村に倹つとして、この種の医師を譲成す

る態勢をどのようには系づけるか卒後の臨床研修，大学院，学位制度ならびに逼療制度との関連性

に充分配慮しつつ，その検討を急がなくてはならない。

7－４生漉教育

国は，今や燕医大県の解消に努めている。したがって医学校は夫々の地域における医学．医療の

１１１核的存在としての意味をもっており，医師会．地域医猟機ＩＭＬ学会などの主催する'{{漉牧青に殻

轍的に協力するのが廻前である。また新しいUIi学，医療hIi報をiin々の媒体を介して提供することな

ども繭要な任妨と誉えられる。さらに大学の主体性を保持しつつ．大学を地域の医療饗瓜に－部開

放することも，今後麗慮すべきvi項の－つとなるであろう。いずれにしても，最も埴要なことは､

二ｋとして学部教ffならびにlfuU1の卒後教育において，生涯にわたる自己学iWの必要とその蒋倣を身

につけさせるIIiである。

８研究体制と研究者の養成

研究体制を充共し，研究稗の焚成と研究内容を高めることが，教育成果をめげるための'1t要な基

朧であることは，医学も他の分野と変るところはない。また研究の目的６１'〔1111の探究というリドにつ

いては他の分野と同様であるが，その対象ならびに成果の遡元の仕方に他と111となるところがあり、

医学の場合には、それが直接社会と結合していることが特徴である。したがってニの点を充分配鐘

し倫理性を鹸優先して研究を進め．また研究.昔の錐成の過凝においてもこのﾘﾄﾞを充分に戦青する必

艇がある。

現行の臨床系Ｍｉ座は，そｊＬぞjLの診療科をもっているが．‘役ｌＩＨ些準による訓座数に制ｌＮがあるた
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め，附jlli病院内に多数の診振科を設けることが困難である。これを打破するために(よ，講座と診掠

科との結びつきをよりゆるやかにし，実状に合った診振体系を配慮すべきである。診療科は勿論研
究とは無関係ではないが，研究の主体は講座にある。しかし現在の医学研究はかなり多彩であり，

しばしば識座の枠を越えて、他;'1i座との交流，さらには他学部，他大学との辿挑を必要とする。こ
の場合，あるいはこれに倒してプロジェクトチームを綱成するにあたり，満座の主体性が持つデメ

リットを解消できるよう，そのあり方を充分検討する必嬰がある。

９［笈lWF以外の教育・研究陵澱蝿Ｌｉ

上述の医学教育は主として医師ならびに医学者の礎成にその焦点をあててきた。しかし医師以外

の医澱嬰上』の問題もきわめて11K婆である。そｵしらは近年ますます分化し，本邦では既に20職iili，米
国ではその故も優に100を越すといわれている。しかしそれらの教育制度や万法,教芳の場の整備な

どは千鷺万別でいまだきわめて不備であり，雌史の災い行鰹教育においてすらなお流動的である。
したがって医学枝における|クミ師以外のこれら嬰貝の'１t嬰性を認識し，聴抓によって差はあるが，

いずｊＬ６灰師と共通の坐盤にあることをふまえ，効率的にこれら要Liを教Yr1-ろルリ庇を検討する必

要がある。これら要上lの教行を担当する教員６１匹jⅡMFに不足しており，現状ではほとんど医学部教'膚

の併圧によっている。この教行の充実のために，その4W:I:教員の定員を増加-)･る必要があり，また

識ｉｎによっては，医学部以外の学部ともかなり関連しており，その理解と協力を得なければならぬ
点にも配慮し鞍ければならない。

次にこれら要員の確保ならびに墹員も緊要の問題である。診療面におけるニルう饗貝の充足のみ
ならず，教育研究面において(よ，総定員法により減L'さ』している教育研究協ﾉﾉ撰貝を，少なくとも
剛滅以Iiiiの定数に速やかに)（ご』しるよう努力する必喚がある。

またこれら要員と医師とのゾームワークもきわめてIMliであり，両者の教汀過隈において，その

点への配虚も行われなけ』しば放らない。と同時にそ抄う盤員の処遇の改善にも留意し，専門職とし
ての位IiUHづけを明確にする必獲がある。

国立大学は，医師の養成のみならず、二れら医師以外の要員の教育にも十分配慮し，かつこれら

婆貝を充笈し，医師とのチームワークを確立し、モデル的な医学・医療の場を作り出す責務を有す
るものと貯えられる、

医学牧育に閃する特別姿ｊｊ会名鯨（Ｓ、５１．２．１現灯:）

姿ｕ長北村四郎新潟大

委貝臼淵リ〕弘前大

〃加藤陸奥雄東北大

〃相磯和弼千葉大

〃勝木保次東京医歯大

〃豊１１１文一金沢大

〃吉利．｢Ⅱ浜松医科大

〃脇坂行一滋賀医科大

〃飯島宗一広島大

功[1ﾘﾘ愛し」松本鵬千葉大教授

〃尾島昭次岐阜大教授

〃中川米造大阪大助教授

(注）鏑Ⅱ大阪大学長は昭｢115()イド８月25日まで，また北Ⅱ徳島大学長は１１F{和51ｲ|:１）１９日まで委ｔｊ
としてそれぞjlL在圧した、
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項について：1974.11

17同立大；と協会人試改騨洲ff委只会：国立大学入拭改Ｈｆ調:ｉｉｉ研究糀台稗：1975.3

18Ｆ1Ｍ:大学協会(林健太郎）：入学設砥審議会大学些準分科会「医学部及び歯学部役|趾薙準の改灘

について（中間報告肋に対する意見：1975.7

19大学設iiu審議会大学薙準分科会医学及び歯学教育に関する特別委員会：医学及び歯学の大学院

及び学位制度の改善;こついて（中間報告）：1975.7

20人学投liv(艀議会：医学部及び歯学部談lift蝋Ｖｌの改善について（建議）1975.7

21全llil灰学部長病院災会綱ﾀﾐ学部（医科大学）あり方姿fl会：腹学教育の現状とありﾉﾌﾞ：1975.8

５２旭川医科大学附属病院概要

Ｉ医学部附凪病院開設爪,認〈lﾘ１日昭和51flK4Hln

２医学部附IUl病院開院予定年ﾉj日昭和51年10月

３診縦科数１７科（全体計･画）１６科（昭和５１年度）

４診縦科目第１内科・第２内科・第３内f:}・榊神科神経科・小児科・第１外科・第２外科・整

形外科・皮脚科・泌尿器科・眼科・耳鼻咽喉ｲｷ産科婦人科・放射線科・麻酔科・脳神経外科（昭

和52年度Ｉ没慨）・歯科口腔外科

５病L|【故６()0床（全体ill･'１１１１）320床（昭ｉ1151年度）

６中央診療施設

（１）検茄部一霊・血液・細菌血清・生化学・心近閣・心音図・呼吸機能検通宝・内視鏡室等

（２）（病理部）病理組織・細胞診検迂室・剖検室・切出接写室淳
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（３）手術部手術室９宝（昭和51年度６室）・回復室・麻酔準備室等

（４）放射線部胸部・背部・MJihi・lnl管・透視撮影篭・読影室・シンチカメラ室・甲状線検査室・
化学検了躍瀞

（５）材料部洗瀧・作業・減1Ｗ（オートクレープ.1台）・既消誰保杵室等

７特珠診振施設分娩室・未熟児室・理学療法室・輸血室・救急篭・人工透析室・IK症恐者治擦
室

８中央診振記録室システマトリープ導入・診療記録はＰ-0.ｓ､を採用

９薬剤部難勝・製剤・調剤・拭験研究・薬論'111報室・薬品ｌｌ１ｉ等

10商談部１i輔'1.外来・中央i珍派施設等

11事務局３部６課制・総務部・業務部・教務部

１２病院職Llの定員約700名（全体計画）約400名（昭和51年度）

１３医学部附屈病院建物撒造鉄筋鉄骨コンクリート造,地下１階､地上11階塾延物面積７，
３２３㎡建物延面散37.059J】】、竣工昭和51年９)｝

１４着謎iii}術介処物構造鉄筋コンクリート造,ｊｌ化５階辿，エレベーター1基鎚放８０童(会
室個室キチネツト付）延物面H1【736,7建物廷而献2,4()81】ｆ竣工昭和51年９)ｊ
現在３階までコンクリート打込み完了

５３旭川医科大学附属病院開院記念祝典（式辞・あいさつ・祝辞）

１式５￥

ここに旭川医科大学附属病院の開院記念式典を挙行するに当り、かくも多数の来賓の方々のご蔑

席を得ましたことは誠に意義深く感激に漣えないところであります。

顧みますに旭川医大は昭和`１８年９月に設極さｵL膜したが，以来３年の問に学年進行により教育と

研究の機ﾄﾉ,｝はiif々と整備充実されまして、ようよう!'ｿL道に乗ってまいりました。一方医科大学の機

ilWの一つとして欠くことの出来ない附属病院もこのほど建物も竣工し，いよいよ来る11月に開院し

診療を開始する述ぴとなりました。これによりまして旭川医大も数行，研究，診療の三つの体制が

整い医大本来の使命を果たすことが出来ることになったのであります。

大学病院には，いくつかの果すべき廻要な使命がございます。

その第一は'|｢すまでもなく大学病院は地域医旅体系の一環として地域の人々の保健，，珍旅に直接

たずさわり，優療を通して社会の禰祉に貢献する11〔秘があります。殊に旭川医大は逆北，道東の医

療過疎を解消し，その水準を向上させるために地域社会の切なる要謝によって設置さ#しまものであ

りますから，大学病院は地域医旅センターとして思考中心に高度の医謙を施し，社会の期待と信頼

に応えなければなりません。次に、大学病院は暖流を実践する過程で，学生の臨床教行の場として

｣Ii要な役溜りをMLたさなければなりません。学生はここで外来，中央診旅あるいは病床において患者
に接しながら医学，医術そして隆道の基本を体得し，将来有能な良き医師となる基礎づくりをいた

すのであります。また，大学病院は組織，機織の上から，多様の商度に専門的な機能をもっており

ますので各如疾思殊に蓬病や不明の疾患に遭遇する機会が多く．従ってここから蔑床医学の新しい

研究が生まれ新しい医療の方法が(iﾘ造されるのであります。大学病院はＦ１戸を広く開き卒業後の医
師の臨床研修ばかりでなく地域の[ﾀﾐ師や医療関係巷の神教育あるいは生涯教育の場ともならなけれ

ばなりません。

このように大学病院には多くの'１t要な使命がありますので，その機描や診療内容及びその運営は

常にその時代の進歩した医学に即応して勝れた医療機関として他の換価となり，指導的な立場に立

たなければなりません。本学附Illl病院は開院当初において病床，医Lio石護婦はじめ医療関係箸は
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その故の上からは決して充分な診療坪制ではなく，また施設，設備，艤械類などもｌ皮Wrのものを導

入しましたが決して完ｉｉｉしているとは云い難いのであります。しかし，一旦，１%l院し診療を開始す

る以上、地域社会に対するlIr勝を果す上からも小学の医員はじめ１１M係者一同はあらゆる[釘難を克服

して雌善を尽し，万全を期して大学病院本来の使命を達成する決意であります。

ここに旭川医科大学附)1,痛院の記念すべきＭ１院式典に際し些か所感を述べ今{ﾖまで本学の建設発

展のためにご協力とご援助をいただきましたIHI係各位に深く感謝申し上げますと共に今後ともご支

援下さいますようお願い【｛し上げ式辞といたします。

旭)||医科大'糖及ＩｌｌＩｌｌ守英

２あいざつ

遊民の熱望Iこより妻して「国立旭川医科大学」が昭和48年９)jに開学し，引統さ刈連施設の建設

が進めろ』Lて参りましたが，このたび待望の附11｣E(病院が開院する皿びとなり，本１１，開院記念祝典

が準'一｢さjLj(すことは，航に卜Pｲびにたえ厳いところであり，心からお祝いを申し上げます。

逆におきましては，遊民の他Ｈｆを守るため，近政の緊急課題として，保健医縦体ｌｌｉＩの雛備，砿充

に取り組み、各般の諸施策を推進して参りましたが．その施簸の柱ともなる国立医科大学の本道設

泄を燵非とも実現させるため，知事を先頭に強力な誘致運動を腱開したのであります。

幸い、何の深い御理解をいただき．さらに、関係者の万々の並々段らぬ御尽ﾉﾉと全道民各位の力

強い御支援によりまして，少<の難関を乗り越え放がら設ifの尖現をみたのであります。

さて，１)11学以来，早くも３ｲﾄﾞを経たのでありますが。その１１１|，入学におきましては'雅長を中心に

優れた教T;陣を擁し，医学の敬育にあたると１両)時に，近代医学の研究に専念さ』Lる一方．医療技術

と診療の突撃に当る附隅病院の近代的機能雛倫のため，諸般の雌Miを進めてこら』したのでありまし

て、大学当ＡＩ)をはじめ，地元旭川市．旭川医科大学護iifi協力会，さらには，直接緒施設の整備にあ

たら』した地元関係者の侍さんの並々ならぬ御努力に対しまして,深く謝意を表する次第であります。

医科大学が附雁病院のI)Ⅱ腕により，教育，研究，診療の機能を充実し，何為な[坤雅研究者や，医

師を７丁成され，道民の鮭Ijl〔保持墹進と、疾病の予防，治療など，本道の医療体lli1lの拡充に多大のI」ｊ

献をされるものと固く信ずるものであります。

附属病院の開院を契機に，大学が今後一間医学の発展と福祉の墹進に寄与されますよう心から念

願し，お祝いの言葉といたします。

北海逝知`l『堂垣内尚弘

３あいざっ

北北繊酋における医療のメッカとして国立旭''1遼科大学附屈病院が本日晴れの開院記念祝典を迎え
るにあたり心からお喜び申しあげ池元旭Ⅱ|市民として一言お礼とお祝いのご挨拶を申し上げます。

始めに4f[-{のこの再びの[|を迎えるまでのl111深いご理解とご協力ご努力を賜りました１１１田守英学

長先生，大学ご当局の皆様をはじめ丘十風iMi旭１１１市長ら関係各刀面の方々並びに多大なご協力とご

支援を頂ぎました市民及び遊民の皆様に心から感謝申しあげる次第であります。

特に１%】準の当時は勿論のこと今日の附憾病院開院にむけて乖舌に尽しがたいご指郡ご尽力を賜り

この再びの口をみることなくご他界されました元北海道大学氏.杉野目晴貞先生とIMi旭川医科大学総

致促進期成会長であられた,Iij(盛永要先生の１１１'i先′ｉｉに対しここに繩んでご報告【'１しあげ改めてご宴１Ｍ

をお祈りし深く感謝申しあげる次第であります。

このように多くの方々のご理解とご協力により開院いたしました国立旭川医科ﾉ〈学附幌病院は地

域住民の'k命を守り健康を薇め医療の拠点として多大念貢献がjUj侍されております。

永いＩＨＩ・医療の過疎地幣ともいえるこの北北海道において深刻な医師不足を解消し地域医療を夫
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実するために国立医科大学の果す役割に期待する私共地域住民の願いは，まさに切実なものがあり

まして、そのtlj核となる本附凪病院の開院を一日千秋の思いで待ち望んできたところであります。
昭和48年９ノ)|)１１学を祝った当|聯，いまだ樹均や'YWHの茂る原野であったこの神楽岡の｣品陸地に今

この素晴らしさ口亜の殿堂が立ち並んでいるのをl;Iのあたりにしてその感激は誠に深いものがあり
ます。

どうかこのiY､共の願いに今後一州１本学が益々充爽せんことをお願いillしあげる次第であります。
当面本病院｛よ病床数320床でスタートするわけでありますが早急に当初の予定どおり総病床数を

600床に雛Miさ｣し,それに見合った卿』や施設のり腱lWiをされるなど本附IUW両院の充実は勿倫であ'〕ま

すが同時に大学院を早急に設ijHさ`|しますよう}９１侍する次第であります。史にこの医'職部を核として

歯学部，薬学部をj刺殺するほか腫旅技術短期大学の併`没，寒地医学研究所の新設等をiiM極的にご推
進いただきまして地域医療の総合センターとしての機能を一層充実強化し，地域住民の編祉並びに

健康の増進に面献いただきたいと存ずろ次第であります。

申しあげるまで６なく，長い人類の歩みのなかで人々が幸せに嫌らせるようその英知を結果して
文明をひろげてきたわけであl〕よすがそのすべては人'111の生命を育み他１J〔を商ぬるという原点に立

つものでありよす。その根幹となる医療の拠点としての本附属病院の果すべき役割はきわめて高く
かつ亜要であります。

本日，その第一歩があゆみ出すuIYれの開院祝典に際しまして地域住民と白ども心からお喜び申し
あげ－言お礼とお祝いのごあいさつといたします。

旭川市長松本ｿ』

.Ｉあいざつ

一言ごあいさつを申し上げます。

530万道民の願望でありました旭川医科大学が1%1学されましてから』11くも４年の歳月を総過し,今

や名実ともに機能の充実をみましたことは，誠に＃びにたえません。

学長先生をはじめとし,諸先生方の商迦な辿学Wlllliのもとに，人命雛IItを基本とした論理を身に

つけた立派な医師，医学研究粁が，数多く育てられることを期待いたしますとともに卒業生諸氏が
北海道の地に定･汁して，道民の生涯健康の推進，医療水準の向上，ひいては文化，経済、織祉社会

の向上に寄与する地域に密着したユニークな医科大学として発展さ』しますよう念願いたします。

頭みますと，本協力会が旭)lll選科大学の早期開校の突現を図るため，昭和47年10月発足以来，道

内外各界各＃１のﾉﾉ々から格別のご支援，ご協力を}ＩＭＩ)，大学閥学に必喫な仮校舎の雛Mlh尖1W及び

研究用機械器』し並びに図謝の整刷iを行う他，教職j｣↑iii舎処談用地の別収，宿舎の建設if与など，大

学の運営に寄与することができましたことは，感激一入のものがあります。ここにあらためてご支

援，ご協力を賜りました関係各位に対し心から感謝申し上げます。

大学の諸施設も完備し，ここに附腿病院開院の喜びを共にいたします本日の祝典を衷心よりお祝
い申し上げ，ごあいさつといたします。

Ⅱｲ団法人国立旭川臨科大学談慨協;ﾉj会

会長今井述雄

５祝辞

本日ここに旭川医科大学附luI病院が開院されるにあたり，一言お祝いの言葉を述べる機会を得ま
したことは、私のもっとも光栄とするところであります。

仏事に亘りますが，仏がこの（#，北大附属病院にしばらく入院しておりました際，ある｢1婦長さ
んにつれられて．何人かの看護端さんがあいさつに見えました。この方々は，旭川医大附屈病院が
Ｉ)H院される迄のＩＨＩ，とりあえず，北大で侍接しているということで来らiLたのだというお話をうか
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がいましたが，この方々に限らず、この日の１%!隣をまちわびておられた方々にとって，今日はどん

なに蛸しい[lでございますかは推察に余りあるところでございまして，心からお稗び申し上げる次

第であります。

又，私共.|上大関係者にとりましても，旭川1選大の設置に閲しましては。その当初から北大として

何かと御協力申し上げて参ったわけでございますので，本日の栄ある開院式に列席させていただく

のは。何より喜ばしいことでございます。

近時，医学散青拡充の必要がさけばれ，医科大学の増設振りにはl-1ざましいものがあります。跣

学はその第一Iiliとしてすでに３年前に開学さ｣し，研究，教育の上にユニークな工夫を１Kねて今１１に

至っておら』します。その斬析な学風は，今後の医学教育の上に，大きな反響を呼び起すでありまし

ｋう゜

貴学がここまで順調に成健して※られたのは，ﾊﾘ段以来のI1IHl学長，黒田病院踵はじめ教職貝各

位の熱意と，文部当局をはじめ，北海道，旭川TIi，旭川医大設般協力会など関係各位の絶大な御支

援の賜でありまして，ここに心からの敬意を表する次第であります。

おわりに，i1i学の今後－１Piの御発展をいの')，且つ今後共１１１たずさえて，学問の進歩発展のため

に努力して参りたいと存じ夫すことを申し述べて，このお祝いのことばを結ばせていただきます。
北海道大学災今村成和

５４関連教育病院における臨床実習カリキュラム（市立旭川病院）

項

一一『 rl丁立旭川病院の慨況

l1jLl迎紋汀病院が描想 Ｉ一般総合病院における日常診派の実態をは握させ、特にjll1域医

する教育｣己の涛酋 派との関連について学ぶ。

２日常よく遡辿する一般的な病気に対応できる基礎的な技能と経

蕊を積む。

３大学附属病院では経験されがたい法定伝染病，救急医療の実際

謀について認識を深める｡

↓診療各科の迎拙及び他の医療従'1｢者との連携のもとに医療岩行

うことを学ぶ。

２臨床実習上の具体的

事項

(1)大学との関連にお |iMi床実習カリキュラム委瓜会において協織し，その内容に基づき市

ける笈習Iill由］ 立病院独自の実iW1l}iIIiを立て行っている。大学側と特別に設定した

テーマによる実習は行っていない．

(2)受入れ学生数（配 醸床尖習科は内科，小児科，皮フ科(以上内科系)，外科．胸部外科，

雛形外科，放射線科（以上外科系）の７科である。学生数は１ダル脳｢;}と配屈学生数）

－プ３人以内として２グループを受入れ各科に配llliしている⑤

(3)実{WIUlllil カリキュラムによる実習期間は１)１９［1～11月25日までの．３２週lＨ

を市立病院で行うが，学生自体が行う実習期間は，２週llBIで内科系

1週間，外科系１週ｌＨｌである⑤

ＩＨＳ 

項目 rl丁立旭川病院の慨況

１１jL1迎紋行病院が櫛想

する教了？.i二の特色

ｌ一般総合病院における[1常診旅の実態をは鰹させ、特に地域医

擁との関連について学ぶ。

２日常よく週遇する一般的な病気に対応できる基礎的な技能と経
験を積む。

３大学附属病院では経験されがたい法定伝染病，救急医療の実際
等について認識を深める。

．ｌ診療各科の迎挑及び他の医療従Ｔｌ｢者との連携のもとに医療を行

うことを学ぶ。

２臨床突習上の具体的

事項

<l）大学との関連にお

ける笈習,i'''１１

(2)受入れ学生数（配

偶『}と配llIi学生数）

(3)災{【?jUjlIM

liMi床実習カリキュラム委只会において協縦し，その|ﾉﾂﾞ客に基づき市

立病院独自の実iWilI禰を立て行っている。大学側と特>jl1に設定した

テーマによる実習は行っていない。

盤床災習科は内科，小児科，皮フ科(以上内科系)，外科．胸部外科，
雛形外科，放射線科（以上外科系）の７科である。学生敗は１グル

ープ３人以内として２グループを受入れ各科に配lllLている。

カリキュラムによる実習期間は１｝｛()［1～11月25日までの，３２週'8］

を市立病院で行うが，学生自体が行う実習期間は，２週'111で内科系

1週間，外科系１週ｌＨｌである。



市立旭川病｜虎の稜況項
一

臣

笈{WF:}において'よ．｜ﾂﾘﾐlMi全員が指導に:'ｉたるが，実習のｊｌｌｉ終責任は(4)指騨Ⅸと指導方法

その科の長が負う。指弾に当たって{よ，グループ方式及びマンツー

マン方式で行っている。

具体的には患音診療への参加，症例の説明，病歴採取，各科カンフ

７.ランスヘの参加．指導医と実習学生による質議等を行っている。

胸|塊|ﾉlにおける行勅'よ，指導医の指導朧l\のもとで行Illjし病院のき(5)実稗心iIi

まりを守ることを心{(｝の中心として，luMPfへの接し方，職Liとの融

和，施設の利用方法，実習時の服装等に主眼を極いて，x判開始前

に全学生に対して説lﾘIしている。

学生の趨床実習に対しては特定の部Ｗ１のみが対応するということで(6)診療協力者（パラ

なく、病院全体が協力するという唆勢であり，現在は非！'ｹにスムーメディカル）の協力

スにいっている。特に院内協力体Iliﾘをiiii1立するため「側迎数行病院体制

臨床突習連絡会議」を,没けている。

xMカリキュラムにおいては時間外における救急実習と宿【：]il似[計画臆(7)救急（時'111外）笑

ないが，実際には術後徳理で指導医が必婆と認めた場合は．宿泊実習と宿TrfIil･画

iWさせている。また，時間内における救急思濁発生の場合は↑他CＤ

典iWJYi[ゴに優先して参川]させている。

火Ｗ学生川として，病院は学生控室，視聴覚室及びカンファランス

室を段慨していろ。学生控室には机，イス,ロッカー･ソフアーベツ
ドをそなえている。視聴覚室にはピデオテレピ装置，スライド装置

(8)学殖ｌ１ｌ控寵，学生

用検交霊，図杵，扇

員

を術えた。図Ｔｊｆ室は学4kに開放し可ハがその管理を行う。また，題

床尖{Wを実施するために診療能率が低下する部分をhliうためと，通

切な牧材．資料を作製するために必班放部門の職員をNi光した。

(1)医師２人（２）（1護婦２人（３）パラメデイカル２人

(4)病歴管理1人（６）写真標本作成1人

(6)教務２人（'１F勝職員兼務】

,競生の出欠については。大学側で作成した「市立旭川術院臨床実習３学生の出欠席と提出

Ilu修粁名簿，を便)i}し病院独自のものは作成していない･リポート

また．リポートの提出は科によっては行っているが，全(`'8としては(1)出欠節

現在のとニろ義務づけていないが、病院実習全般を通じての感想等(2)記録謀II1H上の注意

を提出させている。(3)各祁リポート

大学側から示されている「市立旭川病院臨床実習基本チェックリス４臨床尖iW1iV価法と評

ﾄ」により実施している。評価は、各ﾄﾞ:lの科長がＡＢＣI)”l段階
〃式盈とり，実習全般を通じ判断し記入している。

価表

５指導医の名称

６大紫医学部（医科大

学）との皿営迎絡協議

会に'1Mする協定

1s６－ 

項目 市立旭川病院の稜況

(4)指iii([Ｘと指導方法 笈iWF:}において'よ，ＩＪＩ（lMi全員が指導に:'ｉたるが，実習のｊｌｌｉ終責任は

その科の長が負う。指ilLi(に当たって{よ，ダル､-プ方式及びマンツー

マン方式で行っている。

具体的にIj：患者診療への参加，症例の`挽明，病歴採取，各科カンフ

アランスヘの参加，指導医と実習学生による質議等を行っている。

(5)実稗心i{ト

(6)診療協力者（パラ

メディカル）の協力

体制

(7)救急（時|Ｈ１外）実

習と橘TifIil･画

(8)学化１１１控篭，学生

脇検在室，図i1f，雇

員

鯛|兇1ﾉlにおける行勅'よ，指導医の指灘朧'１\のもとで行Illjし病院のき

まりを守ることを心((卜の中心として，luMPfへの接し方，職【｣との融

和，施設の利用方法，実習時の服装等に主眼を極いて，狸iiW開始前

に全学生に対して説lﾘＩしている．

学生の鐺床実習に対しては特定の部Ｗ１のみが対応するということで

なく，病院全体が協ｿ｣するという墜勢であI)，現在は非！'ｹにスムー

スにいっている。特に院|人1協力体Ｉ|iﾘをiiiii立するため「側迎数行病院

臨床実習連絡会議」を,没けている。

現カリキュラムにおいては時間外における救急実習と宿【二１世計画は

ないが，実際には術後徳理で指導医が必婆と認めた場合【よ．宿泊実

柳させている。また，時1111内における救急患者発生の場合は、他の

突刊項[ｺﾞに優先して参川]させている。

尖Ｗ学生)1]として，力ii院は学生控室，視聴覚室及びカンファランス

室を段慨している。学生控室には机，イス,［ノッカー、ソフアーベツ
ドをそなえている。視聴沈室に1土ピデオテレピ装置，スライド装置

を術えた。図詩室は学!！§に開放し可,'１がその管理を行う。また，窪

床尖{Wを実施するために診療能率が低下する部分を桶ｌｉうためと，通

切な牧材，資料を作製するために必要攻部門の職員を↑ＩＩｉ光した。

(1)医師２人（２）行護婦２人（３）パラメデイカル２人

(4)病歴管理1人（６）写真標本作成1人

(6)教務２人（ﾘ｢勝職員兼務）

３学生の111欠席と提出

リポ、‐卜

（１）出欠節

(2)記録記'１１ﾋﾞ上の注意

(3)各菰リポート

'提lﾐの出欠については，大学側で作成した「市立旭川病院臨床実習

雌修群名簿」を便)i}し病院独自のものik作成していない。

また，リポートの提出'よ科によっては行っているが，全体としては

現在のとニろ義務づけていないが、病院実習全般を通じての感想等

を提出させている。

４臨床災１W；V価法と評

価表

大学側から示されている「１１丁立旭l;|病院臨床実習基本チェックリス

ト」により実施している。評価は、各ﾄﾞ:lの科長がＡＢＣI)”l段階
ﾉﾉ式どとり，実習全般を通じ判断し記入している。

５指導医の名称 病院内においてI土特別の名称を附与していない。理由は，実習関係

科の医師全員が臨床突習に当たる体１Ｍであるため。

６大学医'.ｉｔ部（医科大

学）とのjill徴迎絡協議

会Iこ'1Mする協定

'171『１１`19年２月28日「旭川医科大学学zliの臨床医学教育にTI『立旭111病

院が協力することに'1Mする協定flf」第３に基づき，述営協識会を設

けている。

迎営協議会に関する巡営は，「旭川医科ﾉ〈学関連教育病院迦営協議

会要項Ｈによって行わｵLろ。



関連教行病院臨床実習迎絡会議要調

（曰的）

第１条この会議は,旭)11医科大学生の臨床医学教育に伴う11ﾌﾞ立旭川病院における鰯ＬＩ：実習にljLiし，

院内相互の密接な連携と辿絡調整を図D，実iIliの円滑な推進を期することを目的とする。
（審議vpri）

第２条この会議は，次の１Ｉ項を審議する。

１災1Wに関連して必要と秘められる各部ｌ１ｌｊへの周知事項及び脇ﾉﾉ依頼甑項

２実{Wに関連しての各部ll1lll1の連絡調職JIF項

３発1Wに関連し，各部lnUの堆勝遂行に支障をきたしたとどの辿絡調整

４その他実習に関連して辿絡調整が必要と縄ぬられる車項

（組織）

第３条この会議は事務室次奨，庶鑑課長，厩ﾘﾄﾞ課長、薬剤科薬剤師長，中央放射線科技師長，中

央検狂科技術長，若誕科総崎,}長のほか，ＩＨＩ係各診療科指導医の代炎並びに柴mMll腕艮をもってＮｉ

成すろ。

２議艮は柴田副院長をもってこれに充て，縦焚は会議を総括する。

３議焚にﾘﾄﾞ故あるときは、あらかじめ議長の指名した委員がその職務を代理する。

（会識）

第４象この会議は議焚が必要と認めたとき，その編度議長が招鯉する。

（小務川j）

第５条この会識の事務局は，庶務誤主盗とする。
（昭和52年12月７日から施行）

５５御逝体提供に対する協力のお願い(御遺体提供について特に尽力をお願いする理由）
医学と歯学の大学で行われる専門教育は，人体の形と織造を学ぶことから始まるといっても過言

で'よありませんｃそれは，医学や歯学の学問・技術を習得し，Ｗｌ１１家として診醗，研究，教育に従

事するには，何よりも先ず人体の形や構造に１%け･る十分な知識が必奨だからです。それを教えるの

が解剖学です。従って解剖学は医学や歯学のいちばん基礎に/rろ学問ということができます。解剖

学は医学のrllでも股も古い雁史を持っていますから，その教育方法は長い間に十分吟味され，工夫

されて来たのは申すまでもありません。このようにして到達したﾉ(“理想的な教ｱfﾌﾟﾉ法と考えられ

ているのが解剖実習中心の解剖学教育です。欧米でもすぐれた研究と教育を行っている大学では，

申し合わせたように充実した解剖実習が行われています。

解剖実習というのは，学生が参考書を読みながら一定の順序に従って全身を評剖し，人体の形と

隣造を調べる学習方法をいいます。解剖実習が民い日数を要するのはこの点からもおわかりいただ

けるかと思います。

ところで、このような実習に用いる解剖体ですが，文部省の教桴基準によれば，－か年につき医

科大学では1学年学生数の半故以上,歯科大学では４分の1以上が必要ということになっています。

旭川医科大学の１学年当たりの学生数は医学部100名ですから，この唾準に従うなら．毎年少なくと

も50体は必典ということになります。しかし、旭川医科大学開学（昭和48年９月29[:I）以来の収染

体数は年平均23体で，.唯準故を強かに下回っています。しかもこの突続は，各抓施投，社会棉祉zli

務所その他の地力公共Ｍ体側係当局，更に個人病院等で，その術に当たられている多くの方虹の御

理解ある御協力により漸く保たれているのが尖fi11です。

関係者各位におかれましては、どうか医学のＩＩＰ礎となる解剖学教育の重要性を御理解の上，御繁

it:の所誠に恐縮に存じますが，今後とも一瞬の御協力を切にお願い申し上げます⑤

lＨ７ 



篤志遺体のifjQIW)運動について

前記のように亡くなられたあとで御通知いただく御遺体のほかに，昭和30年頃から御生前に御遺

体の寄)Ｗをお約＃〔くださる方がJMれはじめました。現在ではそれらの方々が全国各地で大学に所風

する篤志家の[､ｌ１Ｉｲ【を作っておら』し，そのよう厳ﾌﾞﾉ々が昭1,51年３/:131[1現在の総数16.923名（うち

寄贈遺体2.978体)に達してい農す。旭川医科大学にも白菊会支部があり，旭川医科大学へ献体を申

し出られた方はＭ7名(昭和52年７月20日現在)で．既に10名の方の御遺体を寄贈していただきまし

た。旭川医科大学'よ設置されてからまだ日が浅いため，解剖実習追伸総数に占める鯖志家の万々の

荊合はあま')紗くあI〕ませんが，’１〔京大学で｛よ，数年来６～７判以上が鯆志家の奇'１１１１h体で占めら

jL，そのHll合は年と共に墹力Ⅱしてお}〕ます゜

このような鯆志家の出現は，先進国といわれる([:l々に共通する頓I;ﾘですが，これによって今まで

困りぬいていた追伸不足が一挙に解決した例も少簸<ありません。そればかりでは炊く，医学・歯

学の教育の越磁のなる解剖学教YYの近要性を御理解くださって．何の交換条件もなく、御自分から

提供を約』|〔された方々の御遺体を解剖実習の教材に使わせていただけることは，医学や歯学を学ぶ

学生の教育に!｝|･Ｉ)知れない良い形郷を与えていま-J.。

もし何かの機会にそのようなお笂持をお持ちの/Jにお会いになら＃しましたら，どうか下記あてに

資料を御請求くださるようお伝えいただきたく打馴い申し上げます。

〒０７８１ｌ旭川市神楽町神楽岡３－１１

旭川医科大学解剖学第一講座

〔趣話0166(65)2111内線2300,2303〕

御遺体提供に対する協力のお願い

大学が御遺体を必要とする理ｌｉ１は前に述べさせていただきましたが，下記のような御追伸があり

ました場合'よ，できるだけ速やかに旭川医科大学あて御一報いただきたくお願い申し上げます。

対象となる御近体

１本人あるいは遺族が解剖をﾉﾊﾟ識された御遺体

２引取人のない御遺体

巻末に収録してあります側係法規を御覧いただければおわかりになりますように，いずれの場

合も大学は法tlkによって御遺体の入手を認められております。しかし第２号に該当するものは，

あとで身元が判り｣し，引き収Wiir塾が出た場合は，速やかにお返しいたします。

連絡光

旭川医科大学総務部庶務Ii11L庶ijf係〔〒078-11旭lll市神楽町神楽ｌＭ１３－ｌｌ（電話0166(65)2111内

諜2114〕又は解剖学第一講座（近話内線2300,2303）に御連絡くだされば，勤務時1111内はもと

より，時119外，休・祝祭日のいずれの場合でもill[ちに遺体運識ｐｊ)fljliで参上いたします。

休・祝祭１１及び時間外は、上組代表電話にお↑11`活ください。

述搬についての泣懲

御遺体の巡搬に必要な経U'iはすべて大学がLi机いたします。Ｗｉなども大学でｌｉｌ意いたしますの

で御承知ください。

必要１１ド頑

１遺族又はそれに代わる身Iixi引受人がある場合

（１）解剖にUMする遺族の奴`;Hf,！｝（用紙は大学で)i]意）［見本１．１１〕・……･･………･･･…１通

（２）死亡鯵WiLIl（医師が発け）

大学保存用（大学でＨ１意いたします｡）……..……･……………………………………１通

死亡All用

水粛地の市町村に届け出る場合…･…………･･･……………………………･………･…１通

1８８ 



水濡地以外の市町卜jに届け出る場合………･････………･……..………………………･２通

（３）ｊ１ｌｌ火雑許可証（｢IflH｢村長発行）…･…･…･……･･･････……………･…･…･………………・・１辿

火liiは，解剖終了後，入学が旭Ill｢|j旭川火葬場で行いますので，御世体の奨領の際には火

葬の11時をはっさ})決める二とができません。それで埋火雛`許可証に火葬１１時が記入してあ

りま-1-とあとで不都合が起こります。埋火葬許可証発行の際．火葬日時を記入しないことで

１１１１題が起こるようでしたら，その説明は大学がいたします。

２身ﾉ6`ﾄﾞlﾘI又は引取人のない場合

（１）解Wll1ij死体交付iillilﾘ1,1ﾄﾞ………………………･……………･………・〔見本IⅡ〕…………１通

こｵL'よ死亡地（又は施設や病院;こ入ら』しる前に居住しておらｵLた土地）の11丁町村長から発

行されるものです。卸辿休受領の藤中i''１iIl（見本1V）を当方から持参し，：'１骸役所で受領い

たします。この手続きは当方がいたしますが，施設や病院で亡くなられた万の入間（荘）な

いし人腕前の居住地が死亡地以外のムリi合は，御遺体の提供を述絡くださる時そのことを御通

知いにだけますと大窪lij都合です。

（２）死亡診断;lf

lZllul、の(2)を御瞳ください。

遺骨の返納・祭記料・慰迩祭

解剖終「後，旭川市旭Ⅱ|火葬場で火葬さ』した遺骨は，あらかじめこちらから御遺族又は関係荷

の方に世`1')返納についての御蒋望を伺っておき、御希望にそったﾉj法でお返しいたします〔見本

Ｖ〕。

大挙としてはできるだけ!iL〈返納するように努めますが，お返しするまでに綿、1年又はそれ

以上かかりますことをはじめに御了承いただかなければなりません。それは，解剖実習（後期）

の時期が定まっていること，学生が丁寧に解剖しながら全身を勉強するにはどうしても半年近く

の日数が必要なこと，遺体の提供は変動がﾉくどく，しかも全く〕＄1111がつかないため，実習用の巡

体は，少なくとも１年分はＩｉｉｂって用意して｣j<必要があること'rどが主なIMIliです。しかし，

やむを↑()ぬ場合は、御希削にそうことができるように解剖させていただきますからお申し出くだ

さい。

また仏１１；などのため，過獲，遺爪が御入用の場合は，差し上げることができますのでお申し付

けください。これで遺什の返納を少しでも御購予いただけますのでしたら、大学としては大変有

難いことで－１．．

引受人のない遺骨は，旭川医科大学紬'i`}蛾（旭川市近文雛地1人|）に納めて供鍵させていただき

ます。

大学は御遺体を提供さ』Lた際に，御遺族や１１M係者の方々に心ばかりの祭祀料を篭し上げており

ます。

大学では鰄年１回，教liMiLj，学生が多致参ﾀﾞﾘして合同慰遡祭（大法要）を行い，解剖実習や病

理解剖に御過体を提供ご』L，｜碍紫の発展の礎(iとなら』したﾉﾙﾏの溌を御遺族と共にお慰めいたし

ております。

以下に'１M係欝類の見本，１１M係公文害，法規を収録いたしましたり)で，御一読の上,.何卒格別の

御理解と御協力を賜りますようお願い中し！:げよす。

1Ｍ 



５６解剖学実習用死体数

解lllI学炎習用死｜ｲ」 hii理解刑
区分

収集数 使用数 学生一人斗”平均数 死，亡放 解剖数 剖検率

開設時 、

4８年歴 １０ Ｉ 

4９年歴 2８ 1７ 0－１９ 

5０年Ⅸ 2８ 2５ 0－２６ 

5１年度 鵬 鵬 0．２５ 1５ 

■
●
】 3２ 

5２年歴 鋼 鞠 ０２月 sｏ 4１ 52-門

計

121 醜 ０２Ｊ 鵬 4７ 4９５ 

５７看護要員蕊集のためにとった措置

ｌ昭和51年度の状況

（１）騨災広告の掲峨

次の雅縫に募集広告を}側'１i比した。

行麺技術蔑時墹刊号（メディカルフレンド社）年４回，満護学耀誌(塵学瞥院）

年12回，助産婦学雑誌（医学書院）年12回

（２）キャンペーン

昭和51年１２月初旬に次の地域で実施した。

札幌市，江別市，小樽市，苫小牧TIj，伊達市，旭川I|丁，紋別市，釦|路市，柵広市，

（３）職員鉱蝶要項の送付

道内の看護学校、助産婦学校に送付

２昭和52年度の状況

（１）募染広併の褐Ilik

a次の1M:`誰に募集広告を｜Ml1liした。

イi漣技術臨時墹{:Ⅱ号（メディカルフレンド社）年４[側叶衝護学雑誌(医学iIf院】

年12回，助産婦学雑誌（医学書院）年12回

ｂ次の折１１１１に募集広告を掲依した。

北海道新聞I向，征F1新聞１回

（２）職貝鋒災要項の送付

５１年度と同じ。

１９(】

区分
解llll学実習用死（ｲＥ

収集数 使用数 学生一人斗iり平均数

病理解バリ

死薑亡放 解剖数 剖検率

時度皮皮度度設年年年年年計開娼灼別、認 4２ 

４７ 



、纏嬰Li採用状況５３．４．１現在

年度
一

計 陥考5０ 5１ 鞭 '5３ 

国立、諺（助産Ｍ）紫校 1０ 1７ Ⅲ 3８ 

Hf 
猶マＹ 510 IIG 31Ｊ ITF 〃

公立 」 1５ 川 １ 「

私立（法人を含む）〃 1３ ６ 川、

率
小 価} 7７ 5２ 7２ 2０１ 

国’’Ｚ ｊ両院 9 1８ ０１ ｣ 

遁旦if ： 経 ０ P」
I 

DT 

公汀 1６ 昭 H１ ３０ 〃

私立（法人を含む）〃 ９ ０ ｉ ＄ 1６ 

厚生迎・｜］赤・労災ハ ２ Ⅱ ； ” ,１ 

・
初
．

，
１
 

１
Ⅱ
 

一一

の Ⅲ ０ 8 鴎

騒
小 汁 6２ ８ 1３ 3０ １１コ

１３９ 

うち迫
外11名

８５ 

うら道
外.1名

８２ 

うｌ３ｊＵｕ
外５名

３Ｍ 

うち道
外20屯

く
い ;１ Ｈ 

病床及び石護要ｉ１の年度別糖116:伏況

50年度lメ 分 ５１年度 52年煙 53年肛 伽 隊

縢廠|鰯
53年度荊分160については.５３年７RHIO １２m 1Ｍ 

月頃かろ糠｣M1する予定である｡3２０ ,IJT ６０(］ 

油分 ４月８５ l０１ｊ６０ IC 
－Ｆ 

:〕:１ 7Ｊ 

定ロハ
累計 iｎ 9５ l５Ｆｉ 210 ２IBM 

鰹

蝿 朽定定数 ｆｌＩ１ 0 ?(１ Ⅲ 

Ⅲ 

現口 ８ lＯｉ 1３９ 22Ｆ EI9B 

Ｋ１Ｉ 

出身Ｐ蔵~－－－筵度 5０ 5１ ５２ 5３ 計 Ｍ１考

祈挙
国立行護（助産AI}）学校

.［■ 

_ﾄﾑノノ

公立〃

私立（法人を含む）〃

ＩＬ 小、, 7７ 

11 

32 

2０１ 

凝験
国、'１Ｋ病院

道．i７〃

公立ノノ

私立（法人を含む）ノノ

厚生迎・ｉｉ赤・労災ノノ

その他

小；卜 6２ 1３ 3０ 113 

ｍｉｌＩ 
Ｊ３－ 

139 

うち辿
外11名

8５ 

うち道
外.1名

8２ 

うｌ３辿
外５名

314 

うち道
外20名

区分 5()年度 ５１年度 52年度 53年１匹 (iｌｉｇ 

lFi床
jW分

累訓・

320 

320 

ｌ２０ 

Ｉ４０ 

160 

600 

53年度期分160についてiよ’53年７

月頃から稗lijIする予定である。

、鯉蝿乢
定jｌ

jlW分

累計

W『定定敗

現風

1(） 

1０ 

４)]8５ 

9５ 

3(； 

101 

l01j6(） 

1５５ 

1３９ 

5５ 

210 

2０ 

228 

7`！ 

28Ｉ 

1３ 

293 



５８旭川医科大学建物面積等

hＫｆｉ称 祇造･階数 luLmTWi 延而研 年吹別竣工而nＭ 主要ｂｉＹ秤

、Ｕ

1.098 

、１

２．１１７ 本部管理柳 Ｒ２ 昭50.61,281㎡
昭533836㎡

学焚室，ＭＩ学長室，励災寵，会譲室Ⅲ
111筋宝

護菱誕稗’'1１ ＲＲＪ 昭19.3 一穀数行等教官室．研究室,講義室１
文験室、実習室

3.014 6.689 

基礎臨床研究極 ＳＲＦ 昭51.713.090mｉ
昭53`３７５６㎡

Ｍ'１執行教官室，研究寵，実験室]
カンファレンスルーム

1．５２５ 1３．８４６ 

臨床識．侭’１１１

附屈図ノド館

Wl5L5 Ｒ１ ,Ⅲ侭篭

IMj魔室，視聴覚室，印1M奴写窺，館
氏埴，リド務室

玄Ⅲ鰹外来診療棟，中央診療棟，
病Ｉｊ１ｉ１問エネルギー施設

Ｌ３．１３ 1．４２５ 

Ｒ２ 昭53」8.17 1．７３７ 

緬域癖院 ＳＲｌ２ｌ 昭51.936.255㎡
昭52.I535nf

l1rl52.】】3.672ｍ’

昭50.81,200㎡
１Ｗ53.9600㎡

7.876 4０．４６２ 

附属動物災験施,没 助物鯛汀室，検疫宝，検正･観察竃，
ilji7li洗浄室，Ｘ線室，災験宅，ビニ
ールアイソレーター索．犬舎

Ｒ３ 339 1．８０（ 

中央研究Nｉ 昭49.3 研究寵，電子顕微鏡篦，低温室，恒
温室，超遠心機室．Ｘ熱窒、組織塔

Ｒヨ 1８７ １．４６］ 

喪寵，澄算農室

Ｒ・Ｉ照射室，Ｒ・Ｉ貯蔵室，動物
飼行案，組織培蕊宝，（ILilM室，実験
室，通心機室，分析機膿室

Ｒ・Ｉ研究施投 Ｒ, UOB 001 昭50.8

↑
ｒ
血

ご
』
ｄ
１
ｄ
Ｇ
Ⅱ
 

室
七
流Mj利厚イｌＺ施,没 1Ｗ1９．８ ナー室，談話コーナー↑

，浬握店，喫茶店
食蹴，ＲＥ 1，１２８ 1,849 

中央機慨宝 矼孤宝，電話機械室，flill丙交換室，
コントロール室，ボイラー室，ポン
プ霊，車ｌＩＭｉ

廃液処理室．焼却炉寵

醜技｣M，ロッカー宝，シャワー室，
数'1.<竃、器l11Ht

Ｒ， 1．９１１ 2-587 昭51.52.003㎡
昭53-25s4㎡

廃液処理施投 昭51.9Ｒ， .'，`Ｉ ＭＨ 

体デド節 Ｓ１ IIB､1９．８ 1.082 1.082 

腫外述伽期
体育管覗施設

好塞鍋宿舎

11353.＄ H1］ I５Ｅ 1５９ 器LUl1I，ミーティングルーム，シャ
ワー轍，洗瀬室

190竃（個室）収;容定L1190人網５ 昭51.72.557㎡
昭52.31,504ｍＰ
ＷＩ53.31.618㎡

1－．１２２ 5.709 

汁 ２３．０９０８２．２７］ 

膣外述動場施i股

賎上趣技場

野球場

テニスコート

400ｍトラック．サッカー塒，ラグビー場

左占90ｍｌＰｌ形

５而（うち全天候コートＭ１）

竣.１１

〃

〃

３
３
３
 

■
一
▲

Ｉ
２
２
 

５
５
５
 

昭
昭
昭

[９２ 

棟名称 '１F造･陪放 処ihi欄 廷而祇 年けく別竣工而預 ﾆヒ婆嶺鞭

本部管ＺＭｌ棟

講義実ｉＷｉ１１［

基礎臨床研究桃

臨床；附凝ＩｌｌＩ
附属図Ｆ１「館

附域痛隣

附属動物災験施,没

中央研究Ｉ１Ｉ１

Ｒ・Ｉ研究施投

佃利厚化施,役

中央機械型

廃液処理施設

仲アア館

屋外迷伽場
体育管覗施投

石護婦宿舎

Ｒ 

ＲＲ ＳＳ 

ＲＲＲ 
Ｒ 

Ｒ 

Ｒ 

ＲＲ 

ＲＳＲＲ 

ｍｐｕ ９ 

ｎ戸Ｉ０》（ｂＦＤ【Ｉ７】
０ 

１ 

１ 

９７ 

８２８９ 

昭50.61,281㎡
昭53.3836ITF

昭嚥19.3

昭5Ｌ713,090,F
昭53'3756,1

昭51.5

昭53.1

昭51.936,255㎡
昭52」535nf

l1rl52.】13,672nｆ

昭50`81.200ｍ、
Ⅱ【153.1）600㎡

昭`１９．３

昭50.8

11/{｣19,8 

昭5Ｌ５２．００３mＰ
昭53.2584,Ｆ

昭51.9

11N･'9.8 

11353.3 

昭51.72.557㎡
昭52.3Ｌ504㎡
昭53.31,618㎡

学災室，ＭＩ学長室，励災寵，会譲室，
ﾘl勝峯

一穀数行等教官室．研究室,講義室，
実験室、実習室

w''１執行教官室，研究寵，実験室，
カンファレンスルーム

,;lli:徒寵

1Mj魔室，視聴覚室，印ｌｉｌ棋写宅，館
氏もｉｆ･リド務室

玄lH1鰹外来診療ｉ１１ｉ，中央診療棟，
病Ｉｊ１ｉ、問エネルギー施設

勅物飼汀室，検疫宝，検正･観察宝，
ilji滋洗浄茎，Ｘ線寵，災験寵，ピ晃
一ルフ`イソレーター室，犬舎

研究篭，7回子顕微鏡篦，低温室，恒
温室，超遠心機室，Ｘ線翼，組織培
鑑寵，澄算機室

Ｒ・Ｉ照射室，Ｒ・’１１;:蔵室，動物
耐行窺，組織培蕊宝，（ILilM室，実験
錨〕Mi心機室，分析機器室

セミナー室，談話コーナー，食堂，
先Ⅲ1ｈ浬握店，喫茶店

fu紅宝、電話機I戎室、fliJ苫交換室．
コントロール室，ボイラー室、ボン
プ霊，車庫

廃液処理室．焼却炉寵

醜技｣M，ロッカー室，シャワー室，
秋'1.《熱器具bli

器)Ｌ１Ｉ１ｌ，ミーティングルーム，シャ
ワー撤，洗瀬室

19〔)竃（個室）収容定L1190人

計 2３，０９０ 8２，２７１ 



59，旭川医科大学定員表（全体計画と年次別捨纏）
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